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青少年会議とは 

 

狛江市青少年会議は、平成 20 年度より隔年で開催し、青少年自身の意志や意欲を尊

重した、自主的・主体的な活動を促進するため、狛江市と狛江市青少年問題協議会の共

催で会議を行っています。 

狛江市次世代育成支援行動計画では、青少年の意見の表明の場として概ね 12～18

歳の青少年で構成する青少年会議の運営を通じ、青少年施策の反映を図ること、また青

少年自身の意志や意欲を尊重した自主的・主体的な活動を促進することが謳われていま

す。 

今回の青少年会議は、市内の中学生 13 名と前回の青少年会議参加ＯＢとサポーター

14 名の計 27 名で構成され、そのメンバーで平成 22 年８月より会議を行いました。 

平成 23 年３月には青少年会議の報告会を行い、４つのグループに分かれて、狛江の

街づくりに向けて「私たちは狛江市の大統領」をテーマに、各グループで考えたマニフ

ェスト（個人等が自らの方針や意図を、多数者に向かってお知らせする文書等のこと）

を発表しました。マニフェスト発表後、質疑応答を経て、最後に、来場者から、一番共

感を受けたマニフェストを発表したグループ名を投票用紙に記入、投票していただき、

その後表彰を行いました。 

今後、提案のフォローアップとして、各グループが提案した事業や政策が、市の今後

の施策として実施可能かどうか、関係部課に依頼し検討を進めていきます。 

それでは、今回の青少年会議の活動の詳細について次ページより報告いたします。 
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サポーター研修について 

 第１回青少年会議開催前の平成 22 年６月 20 日（日）午後１時～３時、サポーター

研修を実施しました。 

研修目的は、青少年会議を支援する学生サポーターが子どもと主体的に関わり、子ど

もが意見や力を最大限に発揮できるように、活動を援助するための接し方を学ぶためで

す。 

講師には八王子市子どもミーティング（子どもの視点による街づくり提案）で実績の

ある職員を迎え、「子どもに寄り添うおとなのあり方」をテーマに、子どもを支援する

サポーターの役割について研修を受けました。 

参加者同士の関係づくりのため、「アイスブレイク」（初対面の参加者同士の抵抗感

をなくすために行う、コミュニケーション促進のための２人以上で行うグループワーク

の総称）を実施し、いくつかのアクティビティ（活動、遊び）を通じてワークショップ

（学びや創造、問題解決やトレーニングの手法）の場づくりをしていきました。 

グループワークとしては、実際に子どもたちと活動するときに、どんなふうに自分の

考えをまとめたり、意見交換をしたりするかを話し合いました。 

最後に、まとめとして「サポーターって何だろう？」をテーマに、子どもの活動に関

わる大人として心がけることについての講義を受けました。 
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第１回青少年会議について 

○ 日時：平成 22 年８月 28 日（土）午後１時～３時 20 分 

○ 場所：市役所特別会議室  

○ 青少年会議の目的 

◇青少年の社会参加意識を向上し、主体的な活動を促進する。 

◇異年齢の人と交流し、青少年の見地を広げ、豊かな心を育成する。 

◇青少年会議を実施することにより、行政のしくみを理解し、狛江市に愛着をもって

いただく。 

○ 主な会議内容 

◇会議開催挨拶  

児童青少年課長 

◇ファシリテーター（谷田部・大場）自己紹介 

◇会議の概要を説明 

  ・中学生が主役の中学生のための会議である。 

  ・街づくりなどについて提案をする。 

  ・報告会を平成 23 年３月にエコルマホールで行う。 

◇チームづくり（誕生日順、早起き順） 

以下に決まる。 

チーム 中学生 サポーター 

Ａ 川﨑拓巳(一中２年)・西山史将(二中２年)・

石原あゆみ(三中１年)・髙田由貴(四中２年) 

佐々木駿・髙田礼子・ 

内田絵梨 

Ｂ 井上亮太朗(一中１年)・清水樺穂(二中２

年)・石賀万葵(三中１年) 

根本龍彦・小笠原華子 

Ｃ 阿部匠(一中２年)・川地克朗(二中２年)・ 

中村一創(四中２年) 

小林淳史・藤田尚子 

Ｄ 加内絢介(二中２年)・福水諒(三中２年) 湯浅直紀・内海貴美 

 

◇キャンプネーム 

（米国の野外教育の現場で考え出されたもの。人種が多様な米国では名前によって出

身地や人種がわかることがあり、野外活動の場で子どもたちに人種差別が起こらない

ようにと、つけられた。日本では、同じキャンプ等に参加した者は仲間である、とい

う意識を持つために、お互いを認識するためのニックネームとして使用している。） 

個人で考え、全体で発表する。 
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・勉強のできる大人

・苦手を克服できる

ようになりたい 

・頭が良くなりたい

・博識な大人 

・健康な大人 

・強い大人 

・筋力(特に握力)をＵＰし

たい 

・せめて今よりもうちょっ

と太っている 

◇グループの名前（以下に決まる） 

チーム 名前 

Ａ シャイニングスター 

Ｂ ブルービーンズ 

Ｃ 強行犯係 

Ｄ 桃太郎 

 

◇自己紹介 

興味のある（夢中な）ことなどを紹介する。 

◇ワークショップ 

・ＫＪ法（データをカードに記述し、カードをグループごとにまとめて、図解し

論文等にまとめる手法）やブレーンストーミング（集団でアイデアを出し合うこ

とで、相互交錯の連鎖反応や発想の誘発を期待する技法）の説明。 

・テーマは「どんな大人になりたいか」で行う。 

・各グループで作業を行い、ギャラリーウォークのやり方で他の班の結果を見る。 

 

各グループの作業結果は次のとおり（原文のとおり）。 

 

 

 

 

【シャイニングスター】 中学生…川﨑・西山・石原・髙田 ／ サポーター…佐々木・髙田・内田 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・常識のある大人 

・社交的になりたい 

・道徳を守る 

・マナーの守れる大人 

・きまり(規則)を守れる大人

・時間をうまく使える大人 

実現したい 頭 

体 
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・声優になる 

・食事をつくれる大人 

・自分で本を書く 

・もう少し顔がきれいにな

ったほうが良い 

・中の上ぐらいのかっこ良

さをもった大人 

・いたって普通の生活を送っ

ている大人 

・田舎でのんびり暮らす 

・京都に住みたい 

・ドイツに住みたい 

・外国に行ける大人 

・自分の家を建てられる 

・やるべきことを判断できる人 

・仕事、遊びを両立できるように

したい 

・仕事のできる大人 

・稼げる大人 

・与えられたことだけでなく言わ

れていないこともこなす大人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもと向き合いたい 

・子どもの心を少し持っている大人 

・大切なものを守れる大人 

・心の強い大人 

・他人を守れる大人 

・親切に（他の人に）できる大人 

・大らかで優しい大人 

・皆に好かれる大人 

・人を助けられる大人 

・そう簡単に折れない大人 

・暴力をふるわない 

・あきらめない気持ちを持っている大人 

・自分を自慢できる大人 

・自分を守れる大人 

・やりたくないこともやれる大人

心 

夢 

暮らし 仕事 
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・字がきれいな大人 

・親に頼らない大人 

・物知りな大人 

・頭が良い大人 

・ばかにされない大人 

・豆知識をいっぱい知っている大人

・要領が良い大人 

・時間の使い方がうまい大人 

・人を助けられる大人 

・優しく人に接しられる大人 

・優しい大人 

・人の役に立てる大人 

・他人のことを考えられる大人 

・何でも大切にできる大人 

・皆に好かれる大人 

・友だちの多い大人 

・人間関係が良い大人 

・人付き合いがうまい大人 

・働く大人 

・仕事に真剣にはげむ大人 

・キャビンアテンダント ・幸せ 

・お金をたくさん持っている 

・きれいな人 

 

・ばかなことをまじめにやる大人

・大人ぶらない大人 

【ブルービーンズ】 中学生…井上・清水・石賀 ／ サポーター…根本・小笠原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頭脳・知識 
人間関係 

仕事 

ＤＲＥＡＭ 

その他 
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・人生を楽しんでいる大人 

・自分の望んだ仕事をしている大人 

・非核三原則を知っている大人 

・ロシア人と日本人の住める北方領土を

目指す大人 

・アスファルトを土に変える大人 

・バイオテクノロジーを取り仕切る大人 

・ポルシェ 356Ａを持っている

・金持ち 

・北海道に住む大人 

・金に余裕がある大人 

・魅力的な大人 

・計画的な大人 

・規則的な大人 

・健康的な大人 

 

・家のきれいな大人になりたい 

・字がきれいな大人 

・かっこいい大人 

・太らない大人 

・太りすぎない大人

・やせすぎない大人

 

・勉強家な大人 

・努力家な大人 

【強行班係】 中学生…阿部・川地・中村 ／ サポーター…小林・藤田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○している大人 お金関係 

○○的な大人 

きれいな～ 

ルックス ○○家な大人 
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・室井さんのような大人 

・じいちゃんのような大人 

・普通の大人 

・エジソンのような大人 

・ファーブルのような大人 

・小沢さんの逆の大人 

・楽しむことのできる大人 

・バイクが運転できる大人 

・善悪の判断ができる大人 

・趣味に没頭できる大人 

・いも虫の観察をする大人 

・北朝鮮旅行ができる大人 

・我慢できる大人 

・アップル社のＰＣを使いこ

なせる大人 

・好きなことをやれる大人 

・行動の早い大人 

・悩みのない大人 

・優しい大人 

・余計な欲がない大人 

・後悔しないようになりたい 

・適度に働いて適度に遊ぶ大人 

・器の大きな大人になりたい 

・心に余裕がある大人 

・尊敬させる大人 

・内戦をおこさない大人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○のような大人 ○○のできる大人 

精神関係 
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・世間にばかにされない大人になりたい 

・強い大人になりたい 

・判断力がある大人になりたい 

・大人の中の大人 

・周りの人に気を遣える大人 

・自分に厳しく他人に優しい人になりたい 

・約束を守る大人 

・人とのふれあい方のわかる大人 

・周りの人を守れることのできる大人 

・人を傷つけない大人  

・人のことも考える大人 

・時には優しく、時には厳しく！！ 

・人としてまともな大人 

・安定した職についた大人 

・けじめのある大人 

・お酒が飲める大人 

・お金の無駄遣いのない大人

・お金に困らない大人 

・子ども心を忘れない大人 

・自分に自信のある大人になりたい

・大人になっても夢をもつ 

・何事にも一生懸命に取組む大人 

・プライドのある大人 

【桃太郎】 中学生…加内・福水 ／ サポーター…湯浅・内海 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○次回「どんな街に住みたいか」のテーマで行う。宿題は、友だちや家族などいろん

な人から聞き取りを行ってくること。 

大人の理想像 

生活面 

理想の精神 
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第２回青少年会議について 

○ 日時：平成 22 年 10 月２日（土）午後２時～４時 10 分 

○ 場所：市役所特別会議室 

○ 主な会議内容 

◇第２回目の会議より初めて参加した中学生の挨拶（加藤、西山）及びキャンプネー

ムの決定。 

◇チーム（誕生日順、早起き順）の割り振りは以下となる。第２回目の会議より参加

した中学生を加えて決定。 

 

チーム 中学生 サポーター 

Ａ 川﨑・西山・石原・髙田 佐々木・髙田・内田 

Ｂ 井上・清水・石賀 根本・小笠原 

Ｃ 阿部・川地・中村 小林・藤田 

Ｄ 加藤桃子(一中１年)・加内・福水 湯浅・内海 

 

◇アイスブレイクとして、トランプゲームを行う。 

◇ワークショップ 

  ・前回のテーマは「どんな大人になりたいか」であり、様々な意見を出し合った。

今回のテーマは「どんな街に住んでみたいか」である。前回と同様に、ＫＪ法やブ

レーンストーミングで、付箋に個人のアイデアを書き出す。 

・個人のアイデアが出たところで、次は前回の会議より宿題として出ていた今回

のテーマについて、友だちや家族などいろんな年齢層から聞き取りを行った結果

を付箋に書き出す。 

・各グループで作業した結果を、順番に発 

表をする。 

 

 

各グループの作業結果は次のとおり（原文の 

とおり）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回青少年会議 



１１ 

・安全な街 

・犯罪者ゼロ 

・変な人が少ない（変態）

・事件事故が少ない 

・危険な道や場所がなるべ

くない 

・大きな敷地のある学校が

ある 

・放課後体育館が使える 

・きれいな中学校、設備が

良い 

・大きな大学がある 

・(小、中)学校が近くにある

【シャイニングスター】 中学生…川﨑・西山・石原・髙田 ／ サポーター…佐々木・髙田・内田 

 

 

 

 

 

  

 

・大きなビルがある 

・医療機関が発達してたくさんある 

・交通機関が発達している街 

・大図書館がある、本がいっぱいある 

・天文台がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・映画館がある・大きなプ

ールがある・アニメイトが

ある街・たくさん買い物で

きる・コンビニが多くある

街・スポーツ場がある・ゲ

ームセンターがある・ショ

ッピングセンターが近くに

ある・カフェが多い・飲食

店が多い・駄菓子屋がある 

設備 

安全 教育 

娯楽 
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・平和が一番・のんびりスペース・お店と民家が同じ数くら

いの街・人がそこまで多くない街・住んでいる人の思いやり

がある（江戸仕草の精神）例 傘かしげ、七三の道、うかつ

あやまり・のんびり、ゆったりできる・せかせかしていない

街・我が我がと行動しない気持ちを一人一人が持てる・地元

のお祭りがある・巫女さんがいる（神社がある）・にぎやか

な街・周辺施設が充実している・人気がそれなりにある・子

どもが多い街・駅の周りがにぎやか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大きな公園・めっちゃ公園がある 

・公園のある街・歩行者の通路が広い 

・昔を残した近代的な街 

・電柱がない街・坂道がない街 

・災害が少ない・住みよい環境 

・きれいな街・色のある街 

・生活しやすい街・物価が安い街 

・道路が幅が大きい 

・車の通りが整備された街 

 

 

 

 

 

 

地域社会と人 

・田舎町・田舎、農業ができ

るような場所に住みたい 

・あらゆる作物を育てられる

・緑が多い街・空気がきれい

・星が見える街 

・森（山）がある 

・水がおいしい街 

・自然がいっぱいある 

・自然を感じる街 

環境整備 

自然 
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・ゴミ袋が安い街 

・住民税が安い街 

・物価が安い街 

・お金のある街 

・貧乏じゃない街 

・名産が多い街 

・お金の問題で困らない街

・都会に近い 

・交通の便が良い 

・交通手段が便利な街 

・不審者が出ない街 

・安心できる街 

・不審者があまりいない街 

・事故が少ない街 

・交通量が少ない街 

・事故が起きない街 

・子どもが一人でも安心し

て遊べる街 

・緑が多い 

・木がたくさんある街 

・農村 

・自然が多い街 

・空気がきれいな街 

・排気ガスが少ない街 

・きれい 

・静か 

・色々な年齢のいる街 

・年齢層が広い 

・畑仕事をしている人同士の交

流がある街・活気のある街・お

じいちゃん、おばあちゃんが元

気な街・ふれあいの場が多い

街・知り合いが多い街・住んで

る人同士が仲良しの街・近所付

き合いのある街・近所の人と仲

が良い街・元気な街・明るい

街・色々な交流のある街・挨拶

ができる街・挨拶の多い街 

【ブルービーンズ】 中学生…井上・清水・石賀 ／ サポーター…根本・小笠原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間 

・田舎だけど 

田舎じゃない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金 

安心 

自然 

人々 

元気 

都会 
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・どこのトイレもきれいな街・遊具が多い、公園がたくさん

ある街・公共で皆が使いやすい建物のある街・新幹線が通っ

ている街・勉強できるスペースが整っている街・人がたくさ

ん集まる公園がある街・病院などが多い街・鉄道がある街 

・学校などの施設がきれいな街・高層ビルが少ない・子ども

が遊べる公園が多い街・道路がきれいな街・外に出て飽きな

い街・映画館のある街・高すぎる建物がない街・ゲーセンが

ある街・大きなショッピングモールのある街 

・おしゃれな街 

・豊かな街 

・変な虫がいない街 

・ドラえもんがいる街 

・個性のある人が住ん

でいる街 

・夜、真暗じゃない

街（電気がある） 

・どこにでも時計が

ある街 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                中間 ・常に進化し続ける街 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設 

願望 

便利 
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・お洒落な街 

・もっとお洒落な街 

・かっこいい街 

・夜に真暗になる街 

・静かな街 

・明るい街 

・しみじみとする街 

・鳩時計がたくさんある街 

・事件、事故がない街 

・犯罪がない街 

・ビルが少ない街 

・ゲームセンターのない街 

・警察のいらない街 

・安心して道を歩ける街 

・歴史的なもののある

街 

・空手の普及する街 

・自慢できる特産品の

ある街（枝豆以外に）

 

・学校のない街 

 

【強行犯係】 中学生…阿部・川地・中村 ／ サポーター…小林・藤田 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・漫画喫茶がある・砧公園がある街・自転車レ 

ーンのある街・江ノ電が走っている街・検車区 

のある街・図書館で何でも調べられる・おいし 

いたこ焼き屋さんがある・ゲームセンターのあ 

る街・駅が欲しい（どの地域でも）・広い公園 

のある街・屋内プールのある街・学校にクーラ 

ーがある街・美術館がある街・子どもが遊べる 

街・学習室がある街・博物館の多い街・映画館 

のある街・ファミレスがもっとある街・鉄博が 

ある街・充実した図書館がある街・道が広い街 

・大学がある街・鉄道模型店がある街・大きな 

図書館のある街・ＪＲ線が通っている街・ショ 

ッピングセンターのある街・遊べる広いグランド 

施設 

街の雰囲気 

治安 

文化 

なまけ 
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・高台がある街・海がある街・川の流

れる街・小川のある街・田畑がある

街・緑が多い街・地震のない街・雪が

いっぱい降る街・水平線の見える街 

・湘南みたいな海がある街・しげみの

多い街・自然が多い街・小鳥の声が聞

こえる街・森がある街・地平線が見え

る街・眠れる芝生がある街・鳩が少な

い街・蝶の舞う街・蝉しぐれがすごい

街 

・静かで、また騒げる場所のある街

・学校以外で楽器を打てる場所があ

る街 

・子どもが遊べる空地がある街 

・人の少ない空地が多い街 

・川で泳げる街（それだけ

空気と水がきれい） 

・公害のない街 

・星が見える街（空気がき

れい） 

・道路にゴミがない街 

・空気がきれいな街 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然 

自由 

環境 
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１７ 

・ディズニーランド、ディズニーシ

ーが近い街・テーマパークがある 

・お店が多い街・色んな店がある 

・遊べる場所が多い街・公園（広

場）が多い街・ファミレスが多い 

・コンビニが多い街・映画館が多い

街・本屋が多い街・カラオケが近い

街・空気のきれいなところ・空がき

れい・うるさくないところ 

・平和な街・治安

が良い街・犯罪が

おこらない街・外

で昼寝できる街 

・安全な街・笑顔

が多い街・明るい

街 

・寺がある・地域の

活動が活発・お祭り

が多い街・元気・仲

が良い街・近所の付

き合いが多い街・他

人にもやさしい街 

・人口が多い街 

・色々な人が居る街 

・図書館など公共施設

が多い街・病院が多い

街・ビルもあってほし

い・会社が近い街・高

校、大学が多い街・総

合高校がある街・学校

が近い街・駅が近い 

・美しい街 

・自然がある・自然が多

い街・木の多い街・野生

動物がいる・古民家があ

る・田舎・牧場がある 

・科学の進んでいる町・お菓

子の家が１つでもある町・甘

いものがたくさんある町・駄

菓子屋が多い町・税金のかか

らない街・強者がいる町・作

家が住んでいる町 

【桃太郎】 中学生…加藤・加内・福水 ／ サポーター…湯浅・内海 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○次回、街のイメージ図が浮かんだところで、それが狛江のなかで実現できるか？ 

狛江の街を振り返って考えてみる。宿題は、「狛江の良いところ」「改善したいとこ

ろ」を友だちや家族などいろんな人から聞き取りを行ってくること。 

安全面 地域活動系 社会系 

遊び場、娯楽系 

自然系 

第２回青少年会議 

未来系 



１８ 

第３回青少年会議について 

○ 日時：平成 22 年 11 月 21 日（日）午後２時～４時 30 分 

○ 場所：市役所特別会議室  

○ 主な会議内容 

 ◇アイスブレイクとして、「筋の通った競争（グループごとに 1 列になり、先頭の

人から紙テープを肩方の腕の袖から通し、反対の腕の袖に出す。次の人も同じように

通して行き、最後の人まで通す）」を行う。 

 ◇ワークショップ 

・前回のテーマは「どんな街に住んでみたいか」であり、様々な意見を出し合っ

た。今回のテーマは「狛江の良いところ、悪いところ」である。前回まとめた

「どんな街に住んでみたいか」の意見をまとめた模造紙や、狛江案内マップを配

布し、マップを参考に街のイメージ図を再確認をする。 

 また、前回と同様に、ＫＪ法やブレーンストーミングで、付箋に個人のアイデ

アを書き出す。 

・中学生の意見とサポーターの意見を区別するため、書き出す付箋の色を区別す

る。 

・個人のアイデアが出たところで、次は前回の会議より宿題として出ていた今回

のテーマについて、友だちや家族などいろんな年齢層から聞き取りを行った結果

を付箋に書き出す。 

  ・各グループで作業した結果を、順番に発表をする。また、発表後に質問の時間を

設けるものとする。 

 

各グループの作業結果は次のとおり（原文のとおり）。 

 

【シャイニングスター】 中学生…川﨑・西山・石原・髙田 ／ サポーター…佐々木・髙田・内田

  

狛江の良いところ ○は中学生、◎はサポーターの意見 

 

 ○公園が多い 

        ○自然が多い               ○小さくても色々と 

○緑が多い                頑張っている 

○緑がある         ◎坂道が   ○地域活動が盛ん 

○公園がそこそこある    少ないの   ◎地域のつながりがある 

◎自然が多い        で移動し   ◎「市民まつり」などイベント 

◎四季を感じる自然がある  やすい   がある 

◎星空がきれい 

自然 

第３回青少年会議 



１９ 

○悪いところがあまりない 

◎日本で３番目に狭い市 

◎自転車でどこにでも行ける

○歴史的な物が多い 

○歴史ある場所がところどころある

○歴史的なものが残っている 

○神社がいっぱいある 

◎歴史を感じる 

○静か○のんびりとしている○とても静

か○せかせかしていない○平和○暴走族

がいない○事件などが少ない○争いが少

ない○変態が少ない○不良が少ない○良

い人が多い◎静か◎落ちつく◎夜は静か

◎子どもたちの声が聞こえる（安全であ

る）◎荒れていない 

○病院が充実している 

○学校が近くにある 

○市関係の施設が多い 

○多摩川が近い 

◎どこにでも出やすい

（電車） 

◎都心に出るのが便利 

 

 

 

 

 

              だから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○は中学生、◎はサポーターの意見 

自慢 

歴史 

安全 

施設 

お年寄り

が元気！

交通 
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２０ 

 

○知名度が低い 

◎「何県？」と言われる

◎一番にぎわうはずの駅前が発展し

ていない気がする 

◎にぎやかでない 

◎こまバスのルートがちょっと不便

◎これというものが何もない 

○道が狭い場所がある 

◎住宅地をバスが走る

のに歩道整備がされて

いない 

狛江の悪いところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○は中学生、◎はサポーターの意見 

○警察署がない○ドラッグス

トアばかりある○周辺施設が

あまり充実していない○目立

つようなものがほぼない○医

療機関が少ない◎買い物がで

きるビルがない◎買い物のメ

インが調布や世田谷になって

しまう（大型店がない）◎食

事をする場所が少ない

○楽しめる場所が少ない

○アニメイトがない 

◎高校生以上が遊ぶ場所

がない 

生活に必要な施設の不便さ 娯楽に対する不満 

狛江ってどこ？ 

地域社会のものたりなさ 道路の不備 

第３回青少年会議 



２１ 

○道にゴミが

よく落ちてい

る 

◎ゴミ袋が高

い 

○東京なのに秋葉原

に行くのに交通費が

かかる○変な人がい

る◎虫がいる 

○水がきれい○自然が多

い○自然がある○街の中

がきれい○空気が汚なく

はない○近くに川がある

◎自然が豊か◎きれい 

◎川が近い 

○保育園や幼稚園が多い○図書館があ

る○公園が多い○公園などの子どもが

遊べる場所が多い○児童遊園が多い 

○地域センターがたくさんある○ビル

などの高い建物が少ない◎駅がある 

◎老人ホームがある◎エコルマがある

◎遊歩道がある◎小・中・高がある 

◎わりと公園がある◎グランドがある

◎川がある◎サイクリングロードが近

い◎高い建物がない◎高層ビルがない

○近所で仲が良い 

○お年寄りに親切 

◎市役所の人が親切 

◎駅前がキレイ 

◎駅前の放置自転車が減った

○静か 

○野菜の直売が多い 

○のどか 

 

 

 

 

 

マナー違反     市の対策だが高い！ 

 

 

 

 

【ブルービーンズ】 中学生…井上・清水・石賀 ／ サポーター…根本・小笠原 

 

狛江の良いところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○は中学生、◎はサポーターの意見 

環境 その他 

自然 

施設 

人 
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○歴史的な建物が残

っている 

○古墳がある 

○「電力柱がなく、

美しい景観を得られ

る道」がある 
○街（市）が小さい 

It's a small 

◎日本で３番目に小さい市

◎規模が小さい 

◎狭い 

◎街が小さい 

○節約できる（お金を）

○川の向こうが違う県 

◎市外局番が 03 

◎東京に属してる 

◎区ではないところ

◎ミスチルが育った

◎コマレンジャーが

いる 

◎意外と撮影が多い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

                   ○市が小さいから知っている人がたくさんいる 

 

安全 

◎そんなに危なくない 

◎交通量が多くない 

 

 

 

 

 

 

 

○は中学生、◎はサポーターの意見 

その他 

○市で行うイベントが多い 

○市民まつりなどの祭りがある 

○交流が多い 

○新宿まで１本で行ける 

○バス停がたくさんある→バスに乗りやすい 

◎都会へのアクセスがしやすい 

◎都会に近い 

◎交通の便が良い 

◎バスが走ってる 

第３回青少年会議 
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○田舎というイメー

ジがある◎地味 

◎知名度が低い 

○市が小さい 

○小さくて影が薄い ◎人口が多い 

◎狭いわりに人口

が多い 

○お金がない 

○お金が少ない 

○ゴミ袋が有料 

◎貧乏◎お金があるイメ

ージはない 

◎ゴミ袋が有料 

○大きなデパートなどが少ない○ゲー

ムセンターがない○シンボルとなるも

のがない○あまり発展していない○映

画館がない○大きなお店がない○広々

と遊べる公園が少ない◎観光の見所が

ない◎市民プールがボロい◎無料の駐

輪場がほとんどない◎母校が廃校にな

り過ぎ◎市役所がボロい◎図書館の設

備がいまいち

◎老人が多いイメー

ジがある 

◎子どものいる地域

がかたよっている 

○電灯が少ない 

○夜暗い道が多い

◎よくわからない

物が多い 

○住んでいても知

らないものがある

○細い道が多いから車で移動

しにくい○道路が狭い 

○小田急しか通っていない 

○狭い道が多い 

○急行が停まらない 

◎急行が停まらない 

 

◎区でない 

狛江の悪いところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不審者が出る 
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２４ 

○学校にクーラーがな

いので忍耐強くなれる

◎総合体育館の利用料

が安い◎午後５時のチ

ャイムがかわいい音 

○寺や神社がある 

○古墳などの歴史的

なものがある 

○地域のつながりが

強く暖かい◎セント

ラル商店街に色々な

お店が並んでいて良

い雰囲気 

○まあまあ自然がある 

○畑などが少しある○富

士山が見える○川がある 

○自然が残っている場所

がある○鳥が多い○猫が

いる◎緑が残っている 

◎多摩川があって遊べる

◎緑が多い◎水がある場

所がある

○治安が良い 

○警官をよく見か

ける◎防犯パトが

ある◎市内放送が

あって防犯的 

○交通機関に不自由

しない○新宿などの

都心へ行きやすい 

○都心から近い○狭

いからどこへ行って

も迷子にならない 

○区部が近い 

○店が多い 

○自然もあるし色々（店など）揃っている

○都心に近い割に農家が多い 

○23 区の隣りのわりに自然が残っている 

○学校が多く学校が近い○自販機などが多く便利○端から端

まですぐ行ける○「こまバス」が走ってる○市内のイベント

等にどこからでも行ける（狭い利点）○こじんまりしている

○住みやすい○夜はけっこう静か○静か○住宅が多い○急な

坂がそれほどない○コンパクトにまとまっている○遊歩道が

整備されている◎駅のまわりがきれい◎静かな場所がある 

◎公園が少なからずある 

○は中学生、◎はサポーターの意見

【強行犯係】 中学生…阿部・川地・中村 ／ サポーター…小林・藤田 

狛江の良いところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

文化 

雰囲気 

自然 治安 都会 

環境 
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○保育所が少ない○公共の水道がない○夏に学校が暑くなる

○野川方面に大きな運動場がない○設備が古い○図書館の蔵

書量が少ない（調布や世田谷の方が良い）○ビルがない○ア

スファルトだらけで道が熱い○広い公園が少ない○鉄道模型

店が小規模○図書館の本の数がビミョー○歩道の狭い場所が

ある○映画館がない○小田急しかない○娯楽施設が少なすぎ

る◎ファミリーレストランの種類が少ない◎広い公園がもう

少しある方が良い◎街灯が少ない◎公園でボールが使えない

◎自転車専用道路がない◎スポーツ施設が少ない◎街灯が消

えている◎市役所の噴水がなくなった◎総合体育館が値上げ

した◎市民プールが屋内ではない 

○財政が大変 

○花火大会の規模が小さ

い（要はお金がない） 

○多摩川の土手が整備さ

れていない○富士山が見

えなくなった○空気が汚

ない○景色が悪い○海が

見えない○自然が少ない

にもかかわらず草むしり

をしている人がいる◎駅

周辺の鳩のふん 

○車だらけで危険 

○空き巣やひったくりが

多い

○チャリ通がダメ 

◎学校間の交流が少なく

なった

○有名なものが少ない 

○そこまで自慢できるこ

とがない 

◎狛江ならではの特産品

狛江の悪いところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○は中学生、◎はサポーターの意見 

施設 

資金 

自然 

治安    

学校関係 

有名 
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○撮影が多い 

○芸能人が多い 

◎撮影の舞台になる 

○学校（小、中）がたくさんある

○銀杏で募金をする学校がある 

○歴史系が多い 

○古墳がある 

○絵手紙が有名 

◎小学校、中学校に司書がいる 

◎音楽に力を入れている 

◎歴史的な物がたくさんある 

◎歴史がある（古墳 etc） 

【桃太郎】 中学生…加藤・加内・福水 ／ サポーター…湯浅・内海 

 

狛江の良いところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○木が多い 

○川が多方 

○近くに多摩川がある 

○自然が豊か 

○お花（桜）が身近で見られる 

○季節の移り変わりがわかりやすい 

○緑が多い 

◎自然がある 

◎多摩川で飲める 

◎桜がきれい 

◎都会の中のオアシス（自然） 

◎自然豊か 

 

○は中学生、◎はサポーターの意見 

○公園が多い 

○いろんな公園がある 

◎人とのつながりがある 

◎住民交流の地域がある 

◎子どもが多く活気がある

◎野球ができる環境 

◎公園が多い 

自然 

子ども 

第３回青少年会議 
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○全体的に狭い 

◎道が狭い 

◎歩道が狭い 

◎急行の停まる駅が

ない 

○駄菓子屋が少ない○マックが少な

い○カラオケ屋が少ない○プラモ店

が少ない○ディズニーランドが遠い 

◎バッティングセンターが少ない 

◎マックが少ない◎デパートがない 

◎コンビニが少ない◎飲み屋が少な

い◎カフェが少ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狛江の悪いところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○遠出しやすい◎市民が明る

いイメージ◎市外局番が 03

から初まる◎適度な田舎◎都

心に近い◎交通の便が良い 

◎少し歩くと神奈川県◎公共

交通が充実している 

環境 

衣 

娯楽的不満 

○うるさくない○住みやすい

○坂が少ない○避難所も多く

安全◎静寂な街 

◎市内一周が簡単にできる 

◎土地が安い◎家賃が安い

（23 区と比べて） 

住 

○銀杏がたくさん落ちて

いる◎ラーメン屋が多い

◎枝豆が収穫できる 

◎農家が多く無人販売で

新鮮な野菜 

食 

交通の便 

第３回青少年会議 

○は中学生、◎はサポーターの意見 



２８ 

 

○学校の分

け方が雑 

 

◎ゴミ袋が

有料 

○観光地が特にない

◎駅前商業施設が充

実していない 

○予算が少ない 

◎常にお金がないと返

答 

◎都市開発がしにくい 

◎三角広場の有効活用

◎公園が暗い 

◎狛江のＰＲ活動域の

範囲が狭い 

◎暴走族が多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○は中学生、◎はサポーターの意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育 
主婦目線 

商業 経済 

治安 

社会 
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○質問で出た主な意見 

 

・どうやったら、「狛江の悪いところ」を「良いところ」に変えられるか？ 

 →例えば、娯楽施設であれば、空き店舗を使用していく等。 

・まとめたグループの「環境」のところに、「住みやすい」という意見があるが、それ

はなぜか？ 

 →自然環境だけではなく、住宅環境のことも考えた。住むための環境が整っていると

いう意味もある。 

・「安全」のところに、「静か」という意見があるが、それはなぜか？ 

 →騒がしかったら、安全ではないという意味である。 

・小さい市は自慢になるのか？ 

 →狭いことを知って、できることがあるので良いのではないか。 

 

○次回、狛江の良さを今後も活かすには、どうしたら良いか、改善策を考えてみる。

「改善したいところ」を友だちや家族などいろんな人から聞き取りを行ってくること。 
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第４回青少年会議について 

○ 日時：平成 22 年 12 月 12 日（日）午後２時 30 分～５時 10 分 

○ 場所：市役所特別会議室 

○ 主な会議内容 

 ◇アイスブレイクとして、「集団ジャンケン」を行う。 

 ◇ワークショップ 

・前回のテーマは「狛江の良いところ、悪いところ」であり、様々な意見を出し

合った。今回のテーマは「狛江の良さを今後も活かすには、どうしたら良いか？

改善するためにはどうすれば良いか？」であることを発表。 

 

・前回までにまとめた内容や意見、宿題で考えてきた友だちや家族などの意見を

参考に、以下の事項について意見を出し合う。内容は「自分たちでできることは

何だろう？」である。前回と同様に、ＫＪ法やブレーンストーミングで、付箋に

個人のアイデアを書き出す。 

 

・アイデアが出たところで、テスト（アンケート形式）を配布。個人で作成した

内容について、グループ内で発表。その後、個人の意見を集約してグループの意

見として模造紙に意見をまとめる。テストの内容は以下のＱ１～Ｑ４となる。 

 

Ｑ１、狛江市であなたが大切にしたいもの、未来へ残しておきたいもの、自慢できる

もの、誇れるものは何ですか？ 

Ｑ２、あなたはいま狛江市長です!！何でもできるとしたら、どんなことに力を入れ

たいと思いますか？ 

Ｑ３、あなたは狛江市長です！! 狛江市のどの部分をどのように改善したいですか？

具体的に書いてみてください。 

Ｑ４、前回の青少年会議（平成 20 年度に実施）での先輩たちは、中学生の居場所づ

くりについて、「しゃべり場」「四中戦」「地域センターや体育館の年間パス

ポート」の提案がありました。そこで質問です！先輩たちの主張を実現するに

は、どうしたら良いですか？具体的に書いてみてください！ 

 

・各グループで作業し、まとめた結果を順番に発表をする。発表時間は、各グル

ープ４分間である。 

 

各グループの作業結果は次のとおり（原文のとおり）。  
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【シャイニングスター】 中学生…川﨑・西山・石原・髙田 ／ サポーター…佐々木・髙田・内田 

 

Ｑ１ 

・安心安全静かな街     

・豊かな自然 

・絵手紙⇒もっとアピールして未来に残していきたい 

 

Ｑ２ 

・図書館やプール等の施設を増やす 

・知名度を上げる 

 

Ｑ３ 

・借金について・・・とにかく頑張る！ 

・ゴミについて・・・処理場をつくる、缶 20 個拾ったら抽選ができたり狛江エコポイ

ントがもらえたりする 

・道について・・・整備したり、街灯を増やしたり、広くしたりして、ドライバーにも

歩行者にも安全な道にする 

・知名度について・・・ゆるキャラをつくる 

 

Ｑ４ 

・しゃべり場→施設の開放 

・四中戦→四中学の生徒会の連携 

・年間パス→料金設定を 500 円にする 

 

 

 

【ブルービーンズ】 中学生…井上・清水・石賀 ／ サポーター…根本・小笠原 

 

Ｑ１ 

・多摩川 ・自然 ・自然（多摩川等） ・古墳 ・近所づきあい 

・市民まつり ・のどか、自然がたくさん ・仲が良い ・小、中、高揃っている 

・狛江を大切にする気持ち 

 

Ｑ２ 

・狛江市の全てを愛す ・自然を増やす、守る ・美化活動 

・市民の意見に耳をかたむけ実行させる ・市民からの要望を実現する  

・狛江で働ける場所をつくる ・設備を良くする ・他の市との交流 

⇒ 住みごごちが良い 

第４回青少年会議 
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・畑→家にならないように直売を市民に使ってもらう 

・まず狛江市民のことを第一に考えて！ 

 

Ｑ３ 

・子どもが安心して遊べる公園が少ないので公園を見通し良くする 

・夜になると道が暗くなるので電灯をつける 

・狛江に企業を誘致する←働く場が少ない 

・自然が少なくなっている→ボランティアに参加し、現状を知る 

・どこからでも緑が見える様、木を植える活動を行う 

・少子化ぎみ→だから、子どもを持つ親が使いやすい施設などをつくる→街が盛んに 

・塾の帰りなど暗くて見通しの悪い道が多い→だから、電灯をつけ、道の整備をする 

・観光地にするために、ロケ地 map をつくり、観光客を呼ぶ！!  ☆狛江市が有名に!? 

 

Ｑ４ 

○年間パスポート 

・その施設をたくさん利用して年間パスをつくってもらいたいと主張する 

・年に１度のお金をしっかり決める 

・どうしてお金を払うのか、いつ誰が使用しているのかを知り、年に１度支払う額を決

め、約束は守る上で狛江市民の小、中学生に年間パスを設ける 

 

○しゃべり場 

・テスト１週間前などに小学校などの施設を貸してもらい、勉強できる場をつくる 

 

○四中戦 

・四つの中学をもっとよく知る、見学する 

・四つの中学で話し合える場所をつくり、市民グランド等を借りて競技をする 

・部活では狛江杯で戦ったりしているし、強いチームとかがあって面白くない→だから、

サッカー部ＶＳサッカー部でも試合は野球など、あまり練習していないもので！ 
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【強行犯係】 中学生…阿部・川地・中村 ／ サポーター…小林・藤田 

 

Ｑ１ 

残しておきたいもの 

・静かな環境 ・自然が多い ・地域の結び付き ・「狛江」という名前 

・エコルマの使用率が高い ・歴史的な場所 

 

Ｑ２ 

・企業の誘致⇒経済の活性化 ・保育所を増やす⇒少子化対策  

・歴史的な場所を教育に取り入れる 

 狛江をわからせる教育（狛江探検） 

 学校の先生は狛江を知っている先生に 

  

    歴史と狛江を結び付ける 

    狛江をよく知る 

 

Ｑ３ 

       バリアフリーにする・・段差などがあれば平らにする 

          学校同士の結びつき 

 

              四中戦に活かす 

 

       公共   施設が古い→市役所、学校、地域センター 

 

Ｑ４ 

            しゃべり場 

        ・地域センターなどに場を設け曜日を決め、ボランティアなど 

の協力のもと行う 

 

            四中戦 

            ・事前に４校の代表をたて、月１回で「四中戦デー」をつくる 

 

           地域センターや体育館の年間パスポート 

           ・施設の利用状況を把握し、年間パスポートを必要とする人 

が多ければ設ける 

 

施設の結びつきの強化 

新 し く

する 
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・狛江の花火大会を

続けていく 

・福祉施設が増えて

いる 

→将来安心して生

活できる 

・絵手紙が自慢 

・地域の人が優しい

【桃太郎】 中学生…加藤・加内・福水 ／ サポーター…湯浅・内海 

 

Ｑ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２ 

・狛江の良いところを伸ばす→地域の仲が良い 

・子供たちが遊べる場所をつくること→最近、公園とか外で遊べる場所が減っているか

ら 

・コミュニケーションの場を増やす→イベントとか 

 

Ｑ３ 

・ゴミを少なくする→きれいな街づくりをするため 

・ゴミが歩道にあるのできれいにして、きれいな街にする 

・落ち葉拾いやゴミ拾いを増やしていく 

・公園に花や木を植えて育てる→明るい街づくりをするため 

・夜道が暗いから街灯を増やして明るくする→事故を減らすため 

・自転車が歩道にあると目が見えない人に邪魔なので撤去する→障がい者のため 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来へ残しておきたいもの

大切にしたいもの 

自慢できるもの 

第４回青少年会議 
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Ｑ４ 

          狛江市でＯＫが出たら・・・ 

        ・狛江市の偉い人と 

         話して決める      話し合い 

 

                              年間パスポートは市長に直訴したら 

                    良いと思います 

                    →市長からＯＫがでればパスポート 

                      をつくる 

 

・四中戦は４つの学校の校長、または 

先生に言い、場所を借りて行う 

学校の行事を 

合同で行う 

   

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○次回のテーマは、「今回出した意見を実現するために、自分たちに何ができるか？」

を具体的に検討し、平成 23 年３月 19 日（土）の青少年会議報告会に向けて意見をま

とめる作業に入ることとする。 

 

 

 

 

 

場所を決める!

第４回青少年会議 

・ロードレースや球技

大会を合同で行う 

・生徒会で競技を決めて、

その競技を市民グランド

や市民体育館でする 

 →競技決め 

・競技は単純なものにする 

 →誰でもできるように単

純なものにする、準備も

単純にする 



３６ 

第５回青少年会議について 

○ 日時：平成 23 年１月 23 日（日）午後２時～4 時 30 分 

○ 場所：市役所特別会議室 

○ 主な会議内容 

◇ワークショップ 

・前回のテーマは「狛江の良さを今後も活かすには、どうしたら良いか？改善する

ためにはどうすれば良いか？」であり、各個人にテスト（アンケート形式のもの）

を配布し、集約した意見を模造紙にまとめ発表した。今回の会議より、前回までに

まとめたテスト等の意見を参考にしながら、「自分たちの狛江に対しての要望」と

「中学生の自分たちができること」について、自分たちの主張を決定する。そこで、

主張決定をするにあたり、『私たちが狛江市の大統領になったら』と仮定し、政党

（＝グループ）としての基本方針、いわゆる『マニフェスト』を作成することとす

る。 

・最初にマニフェストとは何かについて説明。その後、個人作業として私たちが実

行したいこと、その理由、私たちと行政がすることの役割分担等を検討し、個人作

業終了後、その意見を集約してマニフェストとしてまとめる。 

・各政党のマニフェストを全員に配布後、その内容について発表を行う。 

 

各グループの作業結果は別紙参照。 

 

 

○宿題は、各政党のマニフェストを参考にして、一人一グループごとに一問、質問を考

えてくる。次回は、質問の回答を各政党で話し合い、その結果をマニフェストに補足し、

平成 23 年３月 19 日（土）の報告会に向けて発表準備を行う。 
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【シャイニングスター】のマニフェスト（提案） 

中学生…川﨑・西山・石原・髙田 ／ サポーター…佐々木・髙田・内田 
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【ブルービーンズ】のマニフェスト（提案） 

中学生…井上・清水・石賀 ／ サポーター…根本・小笠原 
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【強行犯係】のマニフェスト（提案） １/３ 

中学生…阿部・川地・中村 ／ サポーター…小林・藤田 
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【強行犯係】のマニフェスト（提案） ２/３ 

第５回青少年会議 



４１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【強行犯係】のマニフェスト（提案） ３/３ 
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【桃太郎】のマニフェスト（提案） １/４ 

中学生…加藤・加内・福水 ／ サポーター…湯浅・内海 
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【桃太郎】のマニフェスト（提案） ２/４ 

第５回青少年会議 



４４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【桃太郎】のマニフェスト（提案） ３/４ 

第５回青少年会議 



４５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【桃太郎】のマニフェスト（提案） ４/４ 

第５回青少年会議 
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第６回青少年会議について 

○ 日時：平成 23 年２月 19 日（土）午後１時～５時 

○ 場所：市役所特別会議室 

○ 主な会議内容 

◇アイスブレイクとして、「フルーツバスケット（椅子取りゲーム）」を行う。 

◇ワークショップ 

・前回は、「自分たちの狛江に対しての要望」と「中学生の自分たちができること」

について、『私たちが狛江市の大統領になったら』をテーマに、政党（＝グループ）

としての基本方針（マニフェスト）を作成し発表した。今回は、前回作成した他グル

ープのマニフェストに対して、質問を考えてくることを宿題としたので、まず第一に

質問の内容確認を行う。 

・第二に、質問の回答も踏まえグループの意見としてまとめ、マニフェストを完成し、

発表できるように文章化する作業に入る。 

＊文章化作業については、グループにより進捗状況が異なります。 

・確認事項として、マニフェスト作成の際には５Ｗ１Ｈを意識し、現状、原因、課題、

解決方法を整理して作成することを周知した。 

・グループの名称等にちなんだロゴマークやサインを検討し、マニフェストの清書を

行う。 

 

各グループの作業結果は別紙参照。 

 

 

○宿題なし。ただし、報告会時に流すＢＧＭについて希望する曲があれば、音源を次回

リハーサル時に持参すること。 
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【シャイニングスター】のマニフェスト（最終段階） 

中学生…川﨑・西山・石原・髙田 ／ サポーター…佐々木・髙田・内田 

第６回青少年会議 
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【ブルービーンズ】のマニフェスト（最終段階） １/２ 

中学生…井上・清水・石賀 ／ サポーター…根本・小笠原 

第６回青少年会議 
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【ブルービーンズ】のマニフェスト（最終段階） ２/２ 

第６回青少年会議 



５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【強行犯係】のマニフェスト（最終段階） １/２ 

中学生…阿部・川地・中村 ／ サポーター…小林・藤田 

第６回青少年会議 
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【強行犯係】のマニフェスト（最終段階） ２/２ 

第６回青少年会議 
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【桃太郎】のキャラクター 

 

 

 

 

【桃太郎】のマニフェスト（最終段階） １/３ 

中学生…加藤・加内・福水 ／ サポーター…湯浅・内海 

 

第６回青少年会議 
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【桃太郎】のマニフェスト（最終段階） ２/３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【桃太郎】のマニフェスト（最終段階） ３/３ 

第６回青少年会議 
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青少年会議報告会  平成23年３月19日(土)  

○井上課長 報告会に先立ちまして、狛江市青少年会問題協議会の会長でもあります狛江

市長より挨拶をいただきたいと思います。 

市長、よろしくお願いいたします。 

○市長 皆さんこんにちは。青少年会議にようこそおいでをいただきました。ご承知のよ

うに、今、東北地方で大震災が起こっており、被災地への配慮とか、あるいは節電への協

力ということで、狛江市でも色々なイベントについては自粛等をお願いしたりしておりま

す。 

しかし、この青少年会議は、やはりこの時期で

もやっていこうと、それだけの価値がある、その

ように判断して本日開催をさせていただいており

ます。それだけに、この集いが皆、力を合わせて、

大きく成功していくことを心から願っております。 

青少年会議は、狛江市青少年問題協議会と狛江

市が共催をして、平成20年に第１回を開催し、大

変好評をいただきました。そして、このときに、年に１回は厳しいけれども１年おきには

開いていこうと、このようになって、今日の２回目の開催となりました。 

中学生の皆さんが自分たちでまとめた声を広く市民に発進していく大変貴重な機会にな

っていると思います。今回は、去年の８月から青少年会議が始まって色々な議論を積み重

ねてこられました。行政への要望だけでなく、自分たちでできることは何かも考えていこ

うということで、今回はマニフェストの形で発表していただくというふうに伺いました。 

ここに至るまでにいろんな議論があったと思いますけれども、それらを通じて、狛江の

街をよく知っていただけるようになったと思いますし、それが今日の発表にどう反映され

ているのか、私自身も大変楽しみにいたしております。 

中学生という年ごろは、好奇心や正義感が旺盛になり、社会への関心もどんどんと育っ

ていく年代です。こうした中で、中学生同士が議論を交わしたり、あるいはサポーターを

していただいている大人の方、先輩の方たちと意見交換をしていく中で、中学生の皆さん

もきっと何か新しい発見があったと思いますし、手を携えて、一つのものをつくり上げて

いく、そんな喜びも感じていただけたのではないかと思います。 

私どもからしますと、これらを通じて、狛江の街への関心、愛着というものが中学生の

皆さんにどんどん広がっていくことを心から期待をいたしております。 

本日ご来場いただいた皆様にも、お忙しい中、本当にありがとうございます。これから

中学生が発表する内容を聞き取っていただきながら、狛江の未来を担っていく中学生の持

つ秘めた豊かな可能性というものをこの場で感じ取っていただけたらと思います。 

本日の青少年会議開催に当たりまして、保護者の皆様、学校の関係者の方々、そしてサ

ポートしてくださった皆さん方に心から感謝を申し上げまして、一言挨拶とさせていただ
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きます。 

本日は、どうぞよろしくお願い申し上げます。（拍手） 

○井上課長 ありがとうございました。 

それでは、私から青少年会議の概要について、簡単にご説明いたします。 

狛江市青少年会議は、狛江市次世代育成支援行動計画に基づきまして、狛江市と狛江市

青少年問題協議会の共催で行い、狛江市の様々な課題に対して青少年の視点から幅広い意

見を発表する場を設け、子ども自身が能力を発揮し、青少年の主体的な活動を促進する目

的で、平成20年より隔年で開催をしております。 

会議は、市内の中学生１、２年生13名と大学生を含むサポーター11名、合計24名で構

成され、去年の８月より今年の２月まで会議を開催しております。中学生が、中学生自身

の言葉で、会議で話し合ったことの報告、そして未来の中学生に向けた街づくりの提案を

するため、ワークショップやブレーンストーミング等を取り入れながら、活発に議論を重

ねてきました。 

青少年会議の目標は、①青少年の社会参加意識を向上し、主体的な活動を促進する。②

異年齢の人と交流し、青少年の見地を広げ、豊かな心を育成する。③会議の報告を作成し、

中学生が市長へ報告する。以上の３つになります。この目標を主眼に置きまして、中学生

とサポーターで構成されるグループごとに「私たちは狛江市の大統領」をテーマに、マニ

フェストを発表いたします。 

なお、皆様には後ほど、一番共感できると感じたグループに投票をお願いしたいと思い

ます。お手元のほうに投票用紙が配られていると思います。 

また、本日は、狛江市に対する要望のみならず、中学生ができることを含めまして発表

いたします。子ども自身が持つ生きる力、育つ力を最大限に引き出しまして、地域社会一

員として認め、子どもたちの社会参加を促進するためにも、ぜひお聞きくださるようお願

いいたします。 

それでは、ただいまより司会進行をこの会議のファシリテーターである谷田部さん（リ

ーダー）、大場さん（サブリーダー）の２人に引き継ぎしたいと思います。それでは、よ

ろしくお願いいたします。 

○サブリーダー 皆さん、こんにちは。 

今回、青少年会議でファシリテーターという形でやらせていただくことになりました大

場です。よろしくお願いいたします。（拍手） 

○リーダー 同じくファシリテーターとしてこちらの会議をさせていただきました谷田部

と申します。よろしくお願いいたします。（拍手） 

○サブリーダー 我々は、前回、一昨年やった青少年会議第１回目のところではサポータ

ーという形で参加させていただきました。ただ、今回、ファシリテーターをやるに当たっ

ては、ちょっと１人でやるには負担が重いだろうということで、２人で進めていくという

形を今回はとらせていただきました。 

先ほど、市長、または井上課長のほうからご説明がありましたけれども、この青少年会
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議は、８月から、リハーサル等、本番も含めて計８回の会議を開催しております。その中

で最初はどんな大人になりたいかというところから簡単にワークショップを始めまして、

最終的には、今日中学生が４つのグループに分かれて発表してくれるんですけれども、そ

のマニフェストという形で皆さんにお知らせをするというものになります。 

○リーダー こちらに、今回ファシリテーターとし

ている大場と谷田部、２人とも、成人式実行委員か

ら様々な形で、狛江の社会的なイベント、そういっ

たものに参加させていただいております。 

今回、大学生のサポーターになってくれた人も、

数年前は成人式実行委員として頑張ってくれた人た

ちです。こういった年齢のつながりという面でも、

今回の会議は非常に役立っています。実は一昨年の

中学生だったメンバーも、何人か今日も来ておりますし、サポーターとして、大学生では

ないんですが、高校生の身で手伝ってくれております。 

そういった面でも、今回のこの中学生の発表、先ほど課長もおっしゃいましたが、青少

年の主体的な活動を促進することや、異年齢との交流という面、非常にこれは役立ってい

ると思いますので、中学生の意見だと、そういった考えでは聞かずに真剣に聞いていただ

いて、様々な面でこういった意見を活かしていっていただきたいと思っております。 

それでは、最初の班ですね。もう準備は大丈夫ですか。緊張していないですか、してい

るかな、表情がかたいのでリラックスして、いつもどおりに発表してください。 

では、お願いします。 

○サブリーダー 最初のチームは、ブルービーンズになります。ブルービーンズの皆さん、

よろしくお願いします。（拍手） 

○ブルービーンズ 自己紹介からさせていただきます。サポーターの小笠原と申します。

よろしくお願いします。（拍手） 

○ブルービーンズ 三中１年の石賀です。よろしくお願いします。（拍手） 

○ブルービーンズ 二中２年の清水です。よろしくお願いします。（拍手） 

○ブルービーンズ 一中１年の井上です。よろしくお願いします。（拍手） 

○ブルービーンズ サポーター兼ＯＢの杉本です。よろしくお願いします。（拍手） 

○ブルービーンズ サポーターの根本です。よろしくお願いします。（拍手） 

 気をつけ、礼。 

 では、まず中学生がお話をする前に、サポーターから、ブルービーンズというチーム名

の由来と、中学生がどの点に重点を置いて、この会議を進めてきたかお話しします。 

まず、ブルービーンズという名前の由来ですが、まさしく青い豆という意味で、この青

少年会議の「青」をいただきまして、そして「豆」は狛江の名産である枝豆からいただき

ました。僕たちはまだまだ「青い豆」という意味で、これからも成長可能性のある狛江と

中学生がともに成長していきたいという強いメッセージ性がこのチームには込められてい



５７ 

ます。 

そして、ブルービーンズは狛江市の良さに着目

し、これから狛江市がもっと住みやすくなるよう

に、そして皆がもっと住みたいと思ってもらえる

街にどうすればしていけるのかというのを話し合

ってきました。 

それでは、中学生の生の声をお聞きください。 

○ブルービーンズ これからブルービーンズの発

表を始めます。 

私たちは、自分たちの狛江の良いところを伸ばせるような案を考えました。その結果、

今の「狛江をより住みやすい狛江に」、また「住みたいと思う街」にするために２つの案

を出しました。 

まず、１つ目の主張、「自然を守りたい（増やしたい）」です。最初は自然を増やした

いということがメインでしたが、まずは今の狛江にある自然を守ることができなければ、

自然を増やしても、また少なくなってしまうと考えました。なので、今の自然を守るとい

うことをメインに、そしてできる範囲で自然を増やすことに主張を決定しました。 

この主張の設定理由は、やはり全国の中で小さい狛江の良いところと言えば、東京23区、

都心に近くて自然が多いと思ったからです。 

○ブルービーンズ まず、「自然を守りたい（増やしたい）」というテーマで、市にやっ

てもらいたいことを発表します。 

外路地に木や花を植えてほしい、多摩川のサイクリングロードに桜の木などを植えてほ

しい、狛江通りもサイクリングロードと同じように植物を植えてほしい、多摩川の清掃に

ついての４点です。 

１つ目の外路地に木や花を植えてほしいという要望です。 

これには狛江市の自然が増えるという利点があります。そのように狛江市の自然が増え

ることで、きれいなところを歩く人が増えます。そして、人が多くなるので、不審者が減

ると思います。そうしたことで、狛江市は安全になり一石二鳥と言えるでしょう。 

２つ目の多摩川のサイクリングロードに桜の木などを植えてほしいという要望です。 

サイクリングは、今、流行っていると思います。

そして、多摩川のサイクリングロードをランニング

している人も多いです。桜の木というのは一例です

が、案としてロードに、春ゾーン、夏ゾーン、秋ゾ

ーン、冬ゾーンを設け、これを順番に繰り返し植え

ていきます。春ゾーンには桜などの春に咲く植物、

夏にはひまわり、秋にはもみじなどのそれぞれの季

節に咲く植物を植えると四季も感じられて楽しいと

思います。 
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狛江通りも、サイクリングロードと同じように、

植物を植えてほしいという要望ですが、狛江通り

は、サイクリングロードとは違い、ほかの地域の

人もたくさん通ります。口コミで「狛江はきれい

だよ」と広まり、狛江の知名度もアップすると思

います。 

最後の多摩川の清掃についてです。多摩川の清

掃を行うことできれいな街になります。きれいだ

と、住人も増えて街の活性化にもつながるかもしれません。 

次に、私たちにできることです。 

私たちにできることは、多摩川清掃のボランティアです。多摩川清掃のボランティアを

することで、狛江市の現状を知ってもらう良い機会になります。自分の住んでいる街を知

ることは大事だし、意外と多摩川にゴミが多いことを知れば、それを意識することで、バ

ーベキューをした後に、ゴミを捨てていく人が少なくなるかもしれません。 

 

 

 

 

○ブルービーンズ 次に、２つ目の主張は今の公園を活性化させたいです。 

設定理由は主に３つあります。まず、１つ目の理由は、今、狛江にある公園は、汚い、

また整備などがなっていなく、公園があってもあまり人が来ないからです。 

次に、２つ目の理由は、自分たちの遊べる場所を確保したいということです。これだけ

を聞くと、大人の人たちは、自分たちには何の得もないじゃないかと思いますよね。でも、

公園を活性化させれば、道路で遊んでいる、例えば子どものときの事故も少なくなります。

身近な例で言うと、狛江市役所前の広場や周りで遊んでいる人もいます。その人たちも、

公園を活性化させることによって、その公園に行き、市役所の大人の人たちにも迷惑がか

からなくなるかもしれません。 

自分もよく市役所で遊んでいました。また、自分もよく家の外でサッカーをしていたら、

［ブルービーンズのマニフェスト］
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ボールを道路のほうに蹴ってしまって、取りに行

くとき車にひかれそうになったことがありました。

このようなことは、公園を活性化させれば未然に

防げるかもしれません。 

最後に、３つ目の理由は、活性化した公園が子

どもとお年寄りなどの幅広い年代の人との交流の

場になることです。これによって地域が明るくな

ります。 

○ブルービーンズ 次に、お願いです。 

まず初めに、公園に種類をつける。これは、例えば野球ができる公園や、犬などのペッ

トが安心して遊べる公園などの種類をつけるということです。また、何曜日にこれ専用の

日など決めても良いという案が出ました。 

管理体制を整える、暗いと汚いイメージがあるトイレをきれいにするために、照明をつ

ける。これは、暗いと皆が汚くしてしまうので、照明をつけてきれいに見せて汚くする人

が減ると考えました。 

次に、公園に名前をつける。これは、名前がな

く、何と呼べば良いのかわからない公園がたくさ

んあります。だから、名前をつけて愛着がわき、

利用する人が増えると考えました。あと、チラシ

の印刷もお願いします。 

次に、自分たちができることです。まず、公園

の掃除、さっき話した多摩川清掃と一緒にして人

を集め、各公園に分かれて掃除をする。チラシづくり、この冊子の中にある見本のように

狛江市の公園マップをつくる。狛江市の地図の中で名前がない公園に印をつけ、名前がな

い公園があることを知ってもらう、名前の募集をしていることを書く、何日まで募集して

いるか、また応募方法も書く。 

応募方法、名前がない各公園の入り口に箱と紙を置き、その場で気軽に書けるようにす

るという案が出ました。 

これで、ブルービーンズの発表を終わります。気をつけ、礼。（拍手） 

○リーダー それでは、発表を受けまして、色々と皆さん、聞きたいことが、たくさんこ

ののど元まで出かかっていると思うので、質問の時間をとりたいと思います。まだマイク

が１つしかないので、最初に質問をとりたいと思うんですが、質問のある方は挙手をして

ください。 

○サブリーダー はい、どうぞ。 

○リーダー ちょっと聞きたいことがあります。だれか答えてください。 

できることで多摩川清掃のボランティア、ゴミを捨てないという自覚を持ってもらうと

いうことがあるんですが、多摩川清掃のボランティアというのは、中学生がやってくれる
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んでしょうか、僕が中学生だったころは多分サボると思うんですが、協力してもらえるで

しょうか、どなたか答えてください。 

○ブルービーンズ 私たち中学生は、サポーターの谷田部さんの時代と違い、皆協力して

くれると思いました。 

○リーダー 非常に手痛い返しを受けてしまいましたが、このような質問で結構なので、

何か疑問点や、あとはどうしてこういう意見になったのかということでも結構です。何か

聞きたいことがありましたら、ぜひ挙手して質問をお願いします。 

はい、お願いします。 

○来場者 多摩川清掃とか公園を自分たちでやる、すごく良いことだと思うんですけれど

も、そう言っている、アドバルーンを上げるだけ

では、結局だれもやらないから、そういうことを

やり出す仕組みづくりというのは、どういうふう

にやろうと考えたんですか。質問の意味がわから

ないかな。 

だれかが組織して、学校でそういう議論してグ

ループをつくるとか、市のほうにお願いして、そ

ういう運営委員会をつくってもらうとか、自分た

ちでやるというところに、そういうのを挙がっていたから、「やるやる」と言ったって、

なかなか仲間を連れて、１人、２人でやったって難しいし、長続きしないと思うんですけ

れども、そういうところの継続への取り組みというのは考えましたか。 

○ブルービーンズ 今は、多摩川の清掃は、学校の中で、こういうことをやっていますと

いうことで、ボランティアを集めたりしているんですけど、それで結構集まっているので、

そういう方向で集めていきたいと思います。 

○リーダー ありがとうございます。 

 ほかにございますか。お願いします。 

○来場者 今の質問にちょっと関係するんですけれども、今のお話を聞きまして、その継

続性ということなんですけれども、まず例えば桜の木を植える、じゃあこの手入れはだれ

がするのかとか、あと狛江通りも自然をというこの草木の手入れですか、それは今後どう

いう形でやっていくのか、ただの多摩川清掃だけでしたら、多分、年に、一、二回とか集

まって、ゴミ拾いとかはできると思うんですけれども、長期的な展望とか考え方はどうな

っているのかというのを聞きたい。 

あと、さっきもう一つ、公園のほうもありますよね。トイレの清掃等ありますけれども、

トイレというのは使えば汚れるものですから、これを１年に、一、二回しているようでは

全然追いつかないと思うんです。その辺も、例えば中学生のほうでボランティア部みたい

なものをつくって、例えば何日に一回、当番とか、そういった形でやっていくとか、そう

いったところまで考えているのか、ちょっとその辺を聞きたいと思います。 

○サブリーダー 考えている範囲で良いので答えてみましょうか。 
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○ブルービーンズ 多摩川のサイクリングロードに桜の木などを植えてほしいという要望

は、これは、私たちではなかなかやっていくのは難しいと思うので、これは市にやっても

らいたいことのお願いとしてここにも書かせていただいて、さっきも発表したんですけど、

だからサイクリングロードに桜の木などを植えてほしいという要望は、狛江市にできれば

やっていただきたいと思います。 

○来場者 大人が悪いことを皆さん見ているからあまり言えないんですが、マニフェスト

ということは守るということですよね。多摩川清掃と、先ほど自分たちでやろうと言った

ことは、だれがフォローするんですか。言いっ放しだと一般の悪い大人と一緒じゃないで

すか。 

だから、１年経ったら非常にきれいになっていたとか、２年経ったらもっときれいにな

っていたとかいうことならマニフェストを守ったことになるんだけど、「やります、やり

ます」とさっきから出ていますけど、具体的に、じゃ毎月第３日曜日はやろうとか、決め

ていてそれをフォローしていくというのならわかるんだけれども、それをどうお考えか、

ちょっと聞きたいんです。 

○ブルービーンズ その意見に対してなんですけど、今は案として出していて、まだ話す

時間も少なく、そこまでのしっかりとした話は出ていないので、今は、やりますというか、

案を出しているところです。 

○サブリーダー 少し補足させていただきますと、今回このマニフェストという形をあく

までもとっているんですけれども、本当にマニフェストという形の意味ではないというこ

とは、少しご了承いただきたいかなと思います。そこはちょっと言葉が足りず申し訳ない

んですけれども、あくまでも今回の場合には、中学生がこうしたら良いんじゃないかとい

うところで、まずできること、それから自分たちではどうしても無理なので、市にお願い

したりですとか、ほかの人の方の力をかりてやっていただきたいこと、そういう形で分け

て発表させていただいております。 

なので、完全にマニフェストかと言われれば、そうではないというお答えになってしま

うんですね。なので、中学生としてこういう考えを持っていて、狛江をこういうふうに良

くしていきたいというところを汲み取っていただければ良いのかなと思うんですが、よろ

しいですか。 

○来場者 悪い大人を見習われたら困るんだけども、だれもチェックしていないというと

ころに問題があるわけですよね。「やります、やります」というのはだれでも言えるんで

すよ。じゃ、１年のうちに、例えば今日写真を撮っておいて、来年の今日また写真を撮っ

たらものすごくきれいになっていたとかなんとか、そういうことをフォローしていかない

と、言いっ放しになってしまうということを心配しているわけです。それだったら悪い大

人と一緒だなということなんです。 

以上です。 

○サブリーダー 同じようなことなんですけど、できることとして今回挙げておりまして、

今後、市との協議の中で、今回こうやって意見を出したものの戻しというのも今年はある
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ようですので、そこの中で最終的にはこういうことをやっていくというのを具体的に出せ

ればと思っております。 

現段階で、中学生の中では、こういうことをやりたい、ただ参加しているメンバーも、

このチームだけでも３人だけですので、もっと狛江全体をいけば、数百人になる中学生を

まとめてできるかどうかとなると、もう少し議論が必要になってしまいますので、そこは

重ねて申し訳ないんですが、マニフェストという名前をとっておりますが、若干現実のマ

ニフェストというものには足りないものになっておりますが、あくまで意見として、意見

の強いマニフェストとして感じていただければと思います。 

○リーダー では、すみません。そろそろこのチームの割り振りの時間もなくなってしま

いましたので、ブルービーンズの発表については、これで終わらせていただきたいと思い

ます。ありがとうございました。 

○サブリーダー ありがとうございました。（拍手） 

○リーダー 準備をいたしますので少々お待ちください。 

では、次のチームの発表は、桃太郎チームからの発表になります。今後は同じような形

式で、発表した後、また質疑応答という形をとらせていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

では、桃太郎チームの皆さん、お願いします。 

○桃太郎 では、これから桃太郎班の発表を始めます。気をつけ、礼。（拍手） 

 自己紹介をさせていただきます。サポーターの湯浅です。よろしくお願いいたします。

（拍手） 

○桃太郎 狛江第三中学校２年、福水です。よろしくお願いします。（拍手） 

○桃太郎 狛江第二中学校２年、加内です。よろしくお願いします。（拍手） 

○桃太郎 狛江第一中学校の加藤です。よろしくお願いします。（拍手） 

○桃太郎 サポーター兼前回のＯＧです。石賀です。よろしくお願いします。（拍手） 

○桃太郎 サポーターの内海です。よろしくお願いいたします。（拍手） 

○桃太郎 サポーターのほうから少しご説明させていただきます。 

 私たちは、狛江市を日本一にするという思いで行動してまいりました。この桃太郎とい

う名前の由来は、この日本一というところからとりました。そして、こちらにありますキ

ャラクターをご覧になっていただきたいんですけ

れども、葉っぱの部分をご注目ください。何と狛

江市の名産である枝豆を使っております。このキ

ャラクター名を「モモエタロウ」と名付けました。

ぜひ携帯の待ち受けなどにしていただければと思

っております。 

それでは、狛江市を日本一にするという熱い思

いを３名の中学生に発表していただきたいと思い

ます。 
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それでは、よろしくお願いします。 

○桃太郎 私たちの考える現状は、狛江の良さを

知る人が少ないと考えています。そこで、狛江市

の良さを狛江市民が知る必要があると思いますが、

ここでは狛江市の良さは何であるかを考えてみた

いと思います。 

私たちが考えたことは３つあります。１つ目は、

狛江の名産である枝豆を使うことができないかと

いうことです。私たちが考えた例としては、枝豆を授業でつくり、１、２年生が朝顔の栽

培を体験するのと同じ感じで、３年生から６年生で枝豆を栽培します。成長してできた枝

豆を給食の特別メニューとして提供してもらいたいと思います。さらに、給食で食べるだ

けでなく、家庭科の授業で枝豆アイスをつくる体験もできたら、より狛江市の良さを知る

ことができるのではないかと思います。 

現在、枝豆アイスというものは売っておりますが、そこを敢えて自分たちでつくること

によって、新たな食感や味などをつくり出すこともできるのではないかと思います。 

２つ目は、狛江の自然です。狛江の自然をこれからも残したいという思いから、ゴミ拾

い競争などの活動をすることによって、少しでも狛江の自然を残すことに貢献できるので

はないかということです。 

３つ目は、地域の人が優しいことです。先ほど述べましたゴミ拾い競争のイベントなど

で交流することで、今まで知り合うことがなかった狛江市の人々と仲良くなることができ

るのではないかということです。 

しかし、課題が１つあります。それは地域全体の協力を得られるかということです。そ

こで、地域全体の協力を得るために、どんなことができるのかを考えてみました。 

○桃太郎 次に、地域のイベントについて発表します。 

私たちは、地域のイベントを行うことで、狛江を知ることができるのではないかと思い、

地域のイベントの具体案について考えてみました。現状としては、様々な活動は狛江の中

で行われているけれども、その活動自体を知らない人がいるということです。例えば、地

域センターまつり、地域の広報活動がどれだけ知られているのかはどうでしょうか、知ら

ない人も多いのではないでしょうか。 

 

 

［桃太郎のマニフェスト］ 
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そこで、私たちは狛江の中で行われている活動を知ってもらうための案を考えてみまし

た。それが、お祭り、ゴミ拾い、学校行事、花火大会の４つです。 

１つ目の枝豆は、枝豆を使って、枝豆祭りを開催できないかと考えています。そこでは

様々な枝豆を使った料理を出すことができたら良いなと考えています。具体的には、枝豆

クッキーや枝豆ハンバーグなどの料理を考えています。 

２つ目は、先ほどのゴミ拾いについてですが、ただのゴミ拾いだとやらない人も出てく

るので、そこで私たちが考えたのは商品券がゲットできるゴミ拾い大会です。例えば拾っ

てきたゴミの量により１ポイントをつけていきます。そして、どんどんゴミを拾っていく

ことでポイントが増えていき、それがある程度のポイントまでたまった時点で商品券など

に替えられるようにしたいと考えています。 

３つ目は学校行事についてです。学校行事を合同でできないかと考えています。学校に

よっては、学習発表会、作品展などと呼び名が違いますが、これを展覧会と称してやりた

いと考えています。さらに、展覧会だけを開催するのではなく、狛江市にある古墳や万葉

歌碑などの史跡めぐりなども兼ねたスタンプラリーも行いたいと思います。 

そうすれば、狛江市の小中学校をすべて巡ろうと

いう気持ちになって、すべての展覧会に参加してい

ただきながらも、狛江市の文化巡りもできるという、

つまり展覧会を見に行くことで、狛江市を知ること

ができると考えています。 

４つ目は花火大会です。花火のデザイン案を募集

して、オリジナルの花火をつくってもらえたならと

考えています。 

○桃太郎 最後は、生徒が中心となって活動する四中戦です。この四中戦は、案としては

出されていますが、まだ実行されていません。サポーターの湯浅さんが中学生のころから

提案されていました。しかし、いまだ実行に至らず、平成20年度の会議でも提案されてい

ました。原因は市の手が回っていないからだと考え、今後の課題は実行する人を出すこと

です。 

解決方法は、各中学で企画実行し、最初は行政と

協力して始めていきます。中心となって活動してい

くのは、私たち青少年会議のメンバーと各中学校の

中央委員会の皆さんで連帯してやっていきたいと思

います。 

四中戦をすることによって、４つの中学の交流を

深めていくことを目的としています。また、地域の

人が見られるものにすれば、地域内の交流も増えていくと考えます。 

内容はスポーツ大会です。具体案としては、部活対抗障害物リレーやサッカー部ＶＳサ

ッカー部で野球、借り物リレーなどの単純でだれでもできる競技で、いつもやっていない
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ことにしようと考えました。 

これで、桃太郎班の発表を終わります。気をつけ、礼。（拍手） 

○リーダー ありがとうございました。 

 四中戦は個人的にはやりたいですね。自分が中学生のときは、連合水泳大会などがまだ

あったので、四中学が合同でやるスポーツ大会は現にありました。代表に選ばれると女の

子にもてるので、小林淳史君、どこにいるっけ、もてるよね、代表になると。そういうの

があったので、冗談は抜きにしても中学校の交流の面では、こういった面もぜひやっても

らいたいなと思います。 

では、また何か質問を受けたいと思いますが、どうでしょうか、何か質問はございます

か、簡単なことでも難しいことでも、答えられる範囲でしたらお答えいたしますが、お願

いいたします。 

○来場者 またちょっと厳しいことを言うようになるかもしれないんですけれども、狛江

の良さを残すほうの解決の、枝豆を授業でつくるところなんですけれども、これは１年か

ら６年ということで、小学生を対象ということですよね。これに対しては、小学校に対し

てのアプローチとかシミュレーションとかはある程度できているんでしょうか。やっぱり

授業数も少ないような中でというのもあるので、その辺のことも考えて、このアイデアを

出しているのかということ。 

あと、自然のところでゴミ拾い競争というのがあるんですけれども、正直に申しまして、

ゴミ拾い競争というよりも、まずゴミを捨てないということを先に、逆に中学校のほうで

徹底していただきたいなと個人的には思います。 

申し訳ないんですけれども、私の家の周りあたり、部活の帰りの中学生が平気でゴミを

捨てていくのが現状なんですね。気がついたときには注意しているんですけれども、やっ

ぱりなかなか注意できなかったり、離れていると声もかけられなかったりというのがある

んですけれども、まず自分たちができるところというのをどの程度まで把握されているの

かなというのも聞きたいと思います。 

それと、やはりゴミ拾いに対してポイント化とい

うのは、逆に言うと、私としては全く考えられない。

ポイントを与えなければ、ゴミを拾わないんじゃな

くて、ゴミを拾うのは、やっぱり当たり前のことだ

と思いますし、その前にゴミを捨てないのが当たり

前のことだと思います。その辺のことをちょっとお

聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○桃太郎 とても良いご質問ありがとうございます。全くもって言うことはありません。

ありがとうございました。 

○リーダー 何か補足はありますか。 

○桃太郎 ありがとうございます。補足といいますか、例えば最初にありました枝豆を授

業でということなんですけれども、実際、授業でやっている学校はございます。ただ、そ
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れがまだ全校というわけではないので、そういういろんな活動をするのには中学校よりも

小学生が良いのではないかと中学生の中で考えまして、小学生に、やっぱり小さいうちか

ら狛江のことをやってほしいなということで、今回は小学生に限定をいたしました。その

枝豆を栽培ということでは、やっている学校がありますので、そちらのほうを伺いながら

とか、あとは地域性もありますので、畑が学校から近いとか、色々なのがありますが、そ

れは今後の課題にしておきます。 

あと、ご指摘のように、ゴミなんですけれども、捨てないことがもちろんなんですが、

実際私たちも班の活動をしていますときに、わざと家のゴミを持ってきて、ゴミを増やし

ているのではないかとか色々出たんですね、ポイントを稼ぐために、ゴミをわけもなく持

ってきたりとか、増やしたりとかしちゃうんじゃないかと思ったんですけども、そういう

市民がいないことも期待したいということと、逆にゴミを捨てないことをしようというキ

ャッチフレーズを立てたかったんですけれども、それよりは、やっぱり今捨ててあるもの

を拾っていくことで、捨てなくなるんだろうという、そちらの面から見方を変えていきま

した。拾うことで捨てない、そういったことで皆に意識してほしいなということを話し合

いまして、中学生なりに色々と意見も出まして、そこを私たちサポーターがフォローして、

じゃあ最初はこうしようかということで、ポイントでということも、サポーターというよ

りは子どもたちの意見でもありましたので、今回はそちらを提案させていただきました。 

○桃太郎 私が中学生のときに多摩川清掃をやりまして、本当に多摩川ってたくさんの

ゴミが、自転車とかも結構捨てられていて、初めて多摩川のゴミを知ったといいますか、

どういうものが捨てられているのかというのを知っ

たので、拾う身になってみて、初めてそのゴミを捨

てちゃいけないんだなということを経験するという

ことも大事なのかなということを思いまして、ゴミ

拾いをするにしても、やっぱり大会というか、ゲー

ム感覚でやるのも人が集まりやすいのかなという気

もしまして、中学生の皆さんの意見も含めまして、

そういう形にさせていただきました。 

○リーダー ありがとうございます。 

 ほかにもう一つぐらい質問を受けられるんですが、お願いいたします。 

○来場者 なかなか立派な発表、ご苦労さまです。 

 先ほど、サポーターのほうからもありましたように、ゴミ拾いについてですが、なかな

か当たり前のことが当たり前にできないという視点から、ゴミを拾う、競争しようという

発想はすごく良いなと思いました。中学生ならではの新しい考え方だとか、競争という面

で確かに少しクエスチョンマークのつく部分もありますが、現に今おっしゃったように、

多摩川清掃が毎年行われていますが、皆さんの中で、多摩川清掃、行っていることを知っ

ていたという方はいらっしゃいますか。 

 これだけの方が知っていますので、あとは参加するかどうかだと思います。となると、
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中学生、今現段階でも、一中、二中、この中にもいろんな中学校、四中学、狭いならでは

で、すみません、質問じゃないんですけど、ぜひ今後も頑張ってもらいたいという気持ち

で、生徒会というメンバーもあると思います。学校の中心となって動けるメンバーはこの

中に多くいると思いますので、いかに市が盛り上げようとしているお祭りだとか多摩川清

掃だとかいうものに協力していこうという呼びかけの方法というものも中学生が考えてい

けると、参加していく人数が増えていくと、それが盛り上がるかな。 

 私も、去年、一昨年と参加したんですが、ゴミを拾うところは大切だということよりも、

一緒に拾うことが単純に楽しかったです。自分できれいにしたところは、ディズニーラン

ドと一緒で、きれいなところは汚くしづらいかなと思いますので、中学生、今後の狛江市

を担っていくと思いますので、今できることをぜひ頑張っていってみてください。 

 以上です。 

○リーダー ありがとうございました。 

 せっかくなので、もう一つ質問をしていただこうと思うんですが、先ほど手を挙げてい

ただいた…… 

○来場者 四中戦、スポーツ振興審議会の会議でいつも出てきます。そういうのがあると

いうので、ぜひ我々も協力したい。それはなぜかといいますと、例えば隣の世田谷区を考

えてみましょう。あれだけ広いと、中学でチャンピオンを争うなんていうことは、まず二、

三十、中学があるとできないんですよ。そこから比べると、４つでわかりやすい、それで

父兄も、要するに自分の子がどこで何をやっているかが非常に見やすいんで、そういうも

のを応援しようじゃないかというような考え方がスポーツ振興審議会で、結構いい年のお

じさん、おばさんたちが出すわけです。ですから、あなた方の考え方を全面的に我々は支

援します。 

 やり方に関しては、そこにＮＨＫの方がいたり、それから世界のスポーツを見てきたり

というスタッフがおりますので、相談しながらやりましょう。 

 それと、狛江は、日本で３番目に小さい市、東京で２番目に人口密度が多い市、東京で

一番、古墳の多い市という非常にわかりやすいものがあるんで、そんなものを使いつつ、

皆で盛り上がっちゃう。要するに、先ほど代表に選ばれるともてると、大いにたたえてあ

げたいんですね。我々、そういうものをよく見てきていますから、ぜひ頑張って一緒にや

りましょう。スポーツ振興審議会は絶対に応援します。 

○リーダー 心強いお言葉、本当にありがとうございます。 

 では、２チームの発表が終わりましたので、一度ここで10分間の休憩を入れたいと思い

ます。では、一度、休憩とさせていただきます。 

 

○リーダー では、続いて３班目の発表を始めたいと思います。 

次は、シャイニングスターの発表になります。では、シャイニングスターの皆さん、よ

ろしくお願いします。 

○シャイニングスター まず、自己紹介から始めます。 
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私、サポーターを務めさせていただきます佐々木と申します。よろしくお願いします。

（拍手） 

○シャイニングスター 狛江第一中学校２年の川﨑です。よろしくお願いします。（拍

手） 

○シャイニングスター 狛江第四中学校２年の髙田です。よろしくお願いします。（拍

手） 

○シャイニングスター 狛江第三中学校１年の石原です。よろしくお願いします。（拍

手） 

○シャイニングスター 狛江第二中学校２年、西山です。よろしくお願いします。（拍

手） 

○シャイニングスター サポーターの内田と申します。よろしくお願いします。（拍手） 

○シャイニングスター サポーターの髙田です。

よろしくお願いいたします。（拍手） 

○シャイニングスター まず、簡単な紹介から、

すみません、私のほうからさせていただきます。 

このシャイニングスターの発表は、今、流行り

のＢ級グルメをやって、狛江で新たに流行らせつ

つ、かつ狛江の市の財政難を救おうと、丸い柔軟

な頭を持った中学生たちが一生懸命考えたもので

す。狛江市に変革のうずを巻き起こす狛江市新星シャイニングスターの発表をどうぞお聞

きください。 

○シャイニングスター 現在の狛江市には多額の借金があって、財政難になっています。

なので、新しい行政サービスもなかなか始められ

ない現状になっています。これらの課題を解決す

るには、早く借金を返して、財政を豊かにするべ

きです。もちろん、狛江市でも節電や人件費削減

などにより節約をしているのですが、割といっぱ

いいっぱいらしいです。 

なので、私たちは、狛江の財政難を救うために、 

Ｂ級グルメ通りを提案します。まず、Ｂ級グルメ

とは、ぜいたくではなく、安価で日常的に食される庶民的な飲食物のことです。 

それで、私たちが考えているＢ級グルメ通りとは、市民を含む団体から公募し、その団

体から創作料理を集めて、出店を出して大きな通りにします。それを売って、市民にだけ

ではなくて、通りに来た人たちにも投票してもらって、優秀な団体には狛江市の新たな名

物として、市がサポートしながら売り出していく企画です。 

○シャイニングスター Ｂ級グルメ通りは次のように行っていきます。 

まず、市民が入っている団体から公募で創作料理を集めます。次に、その団体一つを、
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屋台一つとして出店代を取り、約35から40店も

の店を出そうと考えております。そして、団体に、

通りに来てもらう人たちに投票してもらいます。

その投票によって選ばれた優秀な団体に賞を送り

ます。その団体の料理を第１回のＢ級グルメ通り

では難しいかもしれないのですが、市がサポート

して全国的に売り出せるようにします。 

○シャイニングスター このように行うと、次の

ような問題点が出てきます。 

１つ目は場所です。40以上のお店を出そうとすると、相当な場所を必要とします。そし

て、Ｂ級グルメ通りと言っているので、大きくて幅のある大きな通りを必要とします。交

通規制を安全にできるのならば狛江通りで行えば良いと思いますが、もしできない場合は、

中学校の校庭や市民グランドを借りて行えば良いと思います。 

２つ目はいつ行うかです。この企画は、人が多く集まるので、暑い日だともっと暑くな

ってしまいます。それに、食品を扱うので、衛生的に安全である秋ごろに行い、１年に一

回程度行ったら良いと考えました。 

また、参加対象は、狛江市民を含め、団体や市がお店を出店し、市外の人たちにＢ級グ

ルメ通りに来てもらおうと考えています。 

○シャイニングスター 先ほども述べたように、Ｂ級グルメ通りを企画し運営すると、次

のような効果が得られると私たちは考えました。 

まず、１つ目の効果は、この企画が大成功すると、利益が多いと考えられます。それは、

市が団体に出店代を払ってもらうようにしたり、利益の何％か納めるように制定すると、

市はこの企画に利益を見込むことができます。 

２つ目は、１回目のこの企画が成功した場合、企業も目をつけて参加する可能性が大き

いです。 

３つ目は、Ｂ級グルメ通りを見に来る人が市外の人なので、狛江を多くの人に知っても

らえるようになります。この３つの効果により、市は、多額の利益を見込むことができ、

企業を誘致しやすくなります。 

と同時に、狛江市の知名度はぐっと上がり、早期借金返済も臨めるようになるのです。

その結果、私たちが提案するＢ級グルメ通りが実現することで、狛江市は市の財政を大き

く向上させることができるようになります。 

○シャイニングスター 私たちが考えた出店の誘致先は、まず中学、高等学校のＰＴＡや

市役所の各課から１つずつ、中学、高等学校の部活動やおやじの会から、あと狛江市にあ

る飲食店やサッカー、野球チームやサークル、あと市民からの公募などを考えています。 

○シャイニングスター 次に、マニフェスト達成計画について説明します。 

まず、Ｂ級グルメ通りを狛江市独自の食の祭典として、実績をつくります。この実績と

は、Ｂ級グルメという食で街おこしをし、地域を活性化させることです。狛江市は、街を
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元気にする団体であることを実績により証明し、愛Ｂリーグの正会員になります。愛Ｂリ

ーグとは、Ｂ－１グランプリに出場するために必要な資格のことです。この会員になるこ

とが第一目標です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成23年度からＢ級グルメ通りを企画し開催した場合、平成24年から平成25年の間に

Ｂ級グルメ通りを行っている狛江市は、街を元気にする団体だということを愛Ｂリーグに

アピールします。そうしながら企業を誘致し、メディアを呼び込み、狛江市を都内や関東

に広く知れ渡るようにします。この間にどれだけ狛江市の知名度を上げるかが目標達成の

ネックとなります。 

○シャイニングスター その後、平成26年度ごろ愛Ｂリーグ正会員になり、第一目標が達

成した場合、狛江市のＢ級グルメ通りで優勝した団

体の創作料理を狛江発のＢ級グルメとしてＢ－１グ

ランプリに出店します。そして、全国に狛江を広め

ます。 

こうして、全国に狛江市を広め、知名度をアップ

することができます。と同時に、狛江市に人が集ま

るようになり、狛江市の財源を安定化させることが

できます。そして、新しい行政サービスに乗り出す

ことができるようになります。狛江市をこのようにすることがマニフェストの達成となり

ます。 

○シャイニングスター この企画は、長い時間をかけなければ先が見えなく、確実にこう

なるとは言い切れません。お金も多くかかると思います。ですが、市は、市民のために、

未来の狛江市のために、思い切って投資すべきだと思います。 

長い苦しみよりも短い苦しみで済むほうがはるかに楽です。このＢ級グルメ通りのよう

な利益を見込むことができる企画を狛江市は打ち出して、市民の負担や不満を取り除き、

 

[シャイニングスターのマニフェスト] 
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早く新しい充実した行政サービスを行えるように

してください。中学生も社会の一員として知恵を

絞って市政に参画していきたいと思っています。 

○シャイニングスター これでシャイニングスタ

ーの発表を終わります。礼。（拍手） 

○リーダー シャイニングスター、ありがとうご

ざいました。 

ちょっと聞きなれない言葉で、Ｂ－１グランプ

リというのは一体何のことでしょう。もしかしたら何人かわからない方が、僕と一緒に何

人かいらっしゃるかもしれないので、簡単に説明してもらえますか。 

○シャイニングスター Ｂ－１グランプリとは、全国のおいしいＢ級グルメを集めて、１

位を争う大会のことらしいです。 

○リーダー ありがとうございます。 

では、こういったことを聞いた上で、また質問を受けたいと思います。何かご質問のあ

る方は挙手をお願いいたします。 

では、お願いいたします。 

○来場者 予算のお話でしたので、ちょっと単純な質問なんですけれど、この出店誘致先

に考えているのはほとんどボランティア団体ですよね。そうなった場合、そのボランティ

ア団体がお店を出してつくるものというのは、どこから予算を、その団体がお金を出して、

料理をつくるんでしょうか。 

○シャイニングスター はい、そういうことです。 

○来場者 では、そのボランティア団体さんがお金を出して、料理をつくってくれますよ

ね。優勝したところの料理を市がサポートしてつくるということなんですが、そうなった

場合は、市が全部出すんでしょうか。 

○シャイニングスター その団体がちゃんと全国に広められるように、足りない部分を市

がカバーしていくということです。 

○来場者 つくるものも材料も、一応足りない部分は市が出すけれども、その団体が全部

出すということですか、材料費とか。 

○シャイニングスター そういうことです。 

○来場者 はい、わかりました。ありがとうございました。 

○リーダー ありがとうございました。 

 ほかに質問はございますか。はい、お願いいたします。 

○来場者 今、狛江で40周年の実行委員会のほうでこま丼というのをつくっているのをご

存知ですか。これは、狛江市の野菜を使った狛江の丼ぶりということで、今、売り出そう

としているんですけれども、Ｂ級グルメに出したいなと思っていますけれども、実際に原

材料とか、そういったものを考えると非常に厳しい、売りに出す値段とかも考えると非常

に苦しい状態です。厳しいです。そんなに簡単に財政が豊かになるような状況は望めない
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ような金額なんですけれども、それでも狛江市の野菜を使った狛江の丼ぶりというのをメ

インにこちらのほうで考えたりしているんですけれども、Ｂ級グルメに出す商品とか何か

は、色々な学校からそういったボランティアで出していただいて、いろんな商品が出てく

ると思いますけれども、もしそちらのほうがグランプリをとったその商品を販売するとし

たら、どういうところで販売するつもりでいるのかな、だれがその責任を持って継続して

いくのかなと思ったんですけれども、狛江丼ぶりのほうも、一応、こま丼のほうも色々考

えて、今、進めているところなんですけれども、

どうなんでしょうか。 

○リーダー どうでしょう、サポーターからも話

していただいて大丈夫ですが。 

○シャイニングスター では、すみません。サポ

ーターから、そうですね、またこま丼というのは

知っていたんですけれども、そんなにいっぱいい

っぱいだったとはちょっとわからなかったので、

またそれも、例えば売り出すとして、利益が出なくても、副次的な効果として知名度が上

がったりとか、ほかのものを、その一品だけじゃなくて、二、三品売り出していけば、薄

利多売というわけじゃないですけど、利益は出ると思います。 

 その売り出していく段階での責任のほうは、また重い責任になってくると思うので、市

に協力していただかないと、こちらは何ともできないのではないかなと私は感じておりま

す。 

○シャイニングスター まず、出店に関わります費用の件、ご質問が出ましたけれども、

まず出店をしていただきまして、まずそのお店に利益を上げていただくというのが第一目

標です。利益を上げていただくことによって、出店費用、また材料の仕入れ値、その他す

べてカバーしていただいた上で、利益を上げていただければ良いなというふうに思ってお

ります。また、それがなければ、こういったマニフェストは達成できないというふうに思

っております。 

 次に、来場者から出た質問につきまして、こま丼は、当初、あまりにお値段が張るとい

うことで、今回500円でしたでしょうか、新しい金額設定で狛江の野菜を使ってというこ

ともありますが、それもＢ級グルメの候補の一品になろうかと思いますが、まずはこうい

う子どもたちが考えましたＢ級グルメ、出店をやってみて、そこでより選ばれました食品、

食材、そういったものをぜひ全国区に持っていきたいというのが中学生の考えですので、

こま丼を含めまして、またそれに上回るような新しいお料理、狛江に来なければ食べられ

ない、狛江に来るとこれが食べられるというもので、人を呼びたいという子どもたちの願

いですので、まず一歩ずつ、まず一つのことがクリアされたら次のことをというふうに考

えて進めてまいりたいと思います。 

○リーダー ありがとうございます。 

では、申し訳ありませんが、時間のほうも押しておりますので、シャイニングスターの
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発表はここまでということでさせていただきます。ありがとうございました。（拍手） 

 では、次がいよいよ最後のグループの発表になります。最後のグループは強行犯グルー

プから発表があります。 

では、強行犯グループの皆さん、よろしくお願いします。 

○強行犯係 これから強行犯係の発表を始めます。 

最初に、自己紹介をします。礼。 

○強行犯係 狛江四中２年の中村です。よろしくお願いします。（拍手） 

○強行犯係 狛江二中２年の川地です。よろしくお願いします。（拍手） 

○強行犯係 狛江一中２年の阿部です。よろしくお願いします。（拍手） 

○強行犯係 サポーターの小林です。よろしくお願いします。（拍手） 

○強行犯係 サポーターの藤田です。よろしくお願いします。（拍手） 

○強行犯係 この青少年会議のＯＢでサポーターの髙田です。よろしくお願いします。

（拍手） 

○強行犯係 まず最初に、サポーターから紹介だ

け軽くさせていただきますと、このグループも、

ほかの３つのグループと同じように、やはり狛江

の良さを活かして、より住みやすい環境をつくっ

ていこうということの思いを胸に活動してまいり

ましたが、中でも自分たちだけではなく、小さな

子どもだとかお年寄りにとっても良い施策を考え

ようという点で進めてまいりました。 

それから、彼らは、市内に住んでいる人だけではなくて、狛江市の外に住んでいる人た

ちにとっても狛江がより良いイメージを持ってもらえるように、そういうことに気をつけ

ながら発表を考えてまいりました。 

 彼らの発表内容としては、狛江の歴史的文化を大事にしようという点と、環境を大切に

しながら、より良い住みやすい環境をつくっていこうという視点から、発表をつくりまし

た。 

それでは、お聞きください。 

○強行犯係 私たちは、狛江をより良い街にするために、狛江の歴史で知名度アップと住

みやすい狛江づくりの２つを提案します。 

最初に、狛江の歴史で知名度アップについてです。 

キャッチフレーズは「歴史の興味を育てます」です。現状として、狛江の歴史はまだま

だ内外双方に知られていません。そこで、知名度を上げ、過去の事件などの悪いイメージ

をなくすために、次のようなことを考えています。 

狛江市には、和泉式土器や古墳、記念碑などの歴史的なものがたくさんあります。そこ

で、市に提案することは次の２つです。 

１つ目は、土器をつくる会の開催です。現状としては、狛江の和泉式土器はほとんど知 
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られていません。和泉式土器とは、古墳時代につくられた南関東独特の形をした土器のこ

とです。一小前に記念碑があるだけで、狛江市民ですらその存在を知らないこともありま

す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では、どのようにしてＰＲすれば良いのでしょうか。そこで、私たちは、和泉式土器を実

際につくってもらうことで、狛江の土器をＰＲしようと考えました。具体的には、ポスタ

ー、ネットなどで広告をし、市内の陶芸教室など

を借りて行うのが良いと思います。それについて

必要なものは、粘土、焼き窯、指導者です。それ

と同時に、出土したときの展示もお願いします。

その際に、展示スペース、本物の土器、土器の専

門家が必要だと思います。 

○強行犯係 ２つ目は、歴史スタンプラリーとツ

アーの開催です。先ほど述べた和泉式土器以外に

も狛江には、古墳、万葉歌碑、伊豆美神社などの歴史的な場所があるにもかかわらず、こ

れらの知名度を上げる取り組みが行われていません。 

そこで、歴史的な場所を回るスタンプラリーや、ツアーを行おうと考えました。それに

よって、外から来た人に狛江の様々な歴史に関係のある場所を知ってもらうことができ、

狛江の知名度も上がるでしょう。それには、狛江を

熟知した市民の方などが必要となります。 

また、私たちは、それらの場所に出かけていき、

ツアーのコースを決めようと思います。また、これ

らの歴史的な場所は、狛江の知名度を上げるだけで

なく、教育に結びつけることもできると考えていま

す。それにより、市内の方や市の外の方にも狛江の

［強行犯係のマニフェスト］ 
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歴史の興味を育てることができると考えました。 

ツアーのサンプルコースを提案します。まず、

スタートの和泉多摩川駅です。次に、亀塚古墳、

万葉歌碑、伊豆美神社、兜塚古墳、むいから民家

園、泉龍寺、そしてゴールの狛江駅というコース

めぐりです。 

○強行犯係 次に、住みやすい狛江づくりについ

てです。キャッチフレーズは「狛江の夏を涼しく

します」です。このキャッチフレーズにしたのは、狛江の住みにくさの原因の一つにアス

ファルトや建物などが放出する熱による夏の暑さが挙げられるからです。この課題の解決

策として、市にお願いすることを４つ考えました。 

公共施設の緑化、緑のカーテン用のツル植物の用意、余計な人工物を増やし過ぎない条

例の制定、今あるスペースを使った緑化の推進です。 

 公共施設の緑化については、市役所の屋上緑化や公園の芝生化、街路樹を増やすことな

どの手段が考えられます。また、余計な人工物をつくらないとする条例の制定により、必

要最低限の建物以外は建てず、それにより今あるスペースを最大限に使った緑化の推進が

可能になると考えました。 

住みにくさの原因の２つ目は、たばこのマナーの

悪さだと思います。マナーの悪さを解決するための

課題は、分煙、歩きたばこの抑制です。 

市にお願いする解決策として、歩きたばこの取り

締まり、公共の喫煙所の設置の２つがあると考えま

した。歩きたばこの取り締まりについては、実際に

行い、効果を上げている自治体もあり、狛江市もい

ち早く導入すべきだと思います。 

公共の喫煙所の設置については、公園などに設置してあっても奥まった位置にあること

も多く、あまり利用されていないので、歩道沿いに設置するなどの策をとっていただけれ

ば、たばこのポイ捨てや受動喫煙を防ぐことができるのではないでしょうか。 

狛江の知名度を上げていくため、住みやすい狛江づくりのために、これらのご検討をよ

ろしくお願いします。 

○強行犯係 以上で、強行犯係の発表を終わります。（拍手） 

○リーダー ありがとうございました。 

 では、先ほどまでと同じような流れで質疑応答に入りたいと思います。ご質問のある方、

挙手をお願いできますでしょうか。 

○市長 市へのお願いですが、いっぱいあるので、それに答えていくとまた大変なことに

なるし難しいので、一点、暑さ対策でクーラーを控える。今、市のほうも今まで学校には、

三中以外、クーラーが入っていないんですよね。あれも小田急線の立体対策で入れたんで
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すけれども、去年の暑さで、これはクーラーを入れなきゃいけないのかなということで、

皆で議論をしながら２年間で入れようかと考えて、総額では億の単位を超えるお金を２年

間で使います。 

そういう中で、クーラーを控えるというのが生徒の皆さんから出たので、環境を守るた

めには去年のようなものでも我慢できますか。クーラーを使えば本当に地球温暖化にはマ

イナスになるのはわかって悩んでいるんですけれども、皆さんの感想はどうかなと思って。 

○強行犯係 クーラーがどうしてもないとだめな

日というのも確かにあります。クーラーがなくて

勉強に集中できないとか、そういう必要最低限の

クーラーだけは、やっぱり減らして熱中症とかに

なっちゃうのもだめなので使って、ただ必要がな

い日はなるべく我慢できる範囲で、クーラーを控

えるということです。 

○リーダー よろしいですか。 

ありがとうございました。 

ほかにはございますか。よろしいですか、お願いします。 

○来場者 狛江の歴史で知名度をアップというのがあったんですけれども、これは、対象

はだれ向けのツアーを、スタンプラリー＆ツアーを企画しているんですか。 

○強行犯係 これは、幅広い市内の方とか、ほかの世田谷区だったり調布とか、もう全国

の人とか、子どもからお年寄りの方までとか、すべての人を対象です。 

○来場者 そうですか。実際に、でもこういうツアーがあるということはご存知でしたか。

実際にやっているのがありますよね。 

 それと、もう何年も前になるんですけれども、青少年委員が社会教育課にあったころに、

小学生、中学生向けに、やっぱりこういったスタンプラリー、ツアーというのを企画した

んです。参加者ゼロでした。 

確かに、ＰＲの仕方が悪かったのかもしれないんですけれども、せっかくこういったも

のを企画しても、全く参加者がゼロということもあるし、逆にもう既に既存であるという

のもあるので、その辺のこともどうなのかなと思って、ちょっと意見を言わせていただき

たかったんですけれども。 

○強行犯係 確かに、僕たちも、これをつくるときに、あるというのは知っていたんです

けど、やっぱりツアーがあっても、行こうと皆思わないんですよ。だから、行くために何

か目玉をつくって、それで一回行ったら何かリピーターとかになったりとか、だれか友だ

ちとか知り合いを誘って、参加してもらえるようにということを考えられるかと思います。 

○来場者 その目玉というのは何ですか。 

○強行犯係 それは、ちょっとまだこの時点では考えていないので、もしも実現できるよ

うになったらおいおい考えていきたいです。 

○リーダー ありがとうございます。 
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 じゃ、残りお一人だけお願いします。 

○来場者 本当に今回、サポーターの皆さんが、

当時のメンバーもいらして、まずその成長ぶりと

背がすごく高くなったとびっくりしているのと、

中学生の皆さんが、また本当に立派な発言をして

いるなと、改めて、本当に狛江が好きなんだなと

いうのを感じました。 

 これは、今、来場者のほうからも質問がありま

したけども、大人が幾つもいろんな行事をつくって皆さんに参加していただこうというこ

とでも参加者はゼロでしたというお話は、やっぱり中学生が行く気にならなかったという

ことですよね。これは、やっぱり大人が考えなくちゃいけないことだし、大人だけで解決

できる問題ではないので、ぜひ、この中学生会議が、これからも本当に中学生自身が考え

たら、自分たちがお年寄りまでちゃんとご案内できるような魅力のあるプログラムをつく

っていただきたいなと、それは大人が協力しないと多分できないと思います。 

 先ほど、来場者からお話がありましたけど、まず盛り上げるということが大事かなと、

費用がかかるとかかからないとか、中学生のアイデアを大人がどう活用できるか、そこら

辺が青少年会議の意義ではないかなと思っています。 

どうもありがとうございました。（拍手） 

○リーダー ありがとうございました。 

 最後、お一人だけご質問をお願いいたします。よろしいですか。 

 では、ちょうど時間にもなりましたので、お願いいたします。 

○来場者 私、万葉歌碑の歌碑を守る会の一員なんですが、今、本当、北海道から沖縄か

らもいらしています。それで、かなりの団体、バスツアーでもいらしていたりしますので、

他の地域の方のほうが関心がおありなんですね。だから、狛江自身でもっともっと、本当

に狛江の市民が狛江に住みながら知りませんでしたということをおっしゃる方がとても多

いのね。だから、狛江の市民にもっと知っていただくようなアイデアは必要だなというこ

とでは、皆さんのご意見に私も感じてはおりますけれども、現在、本当に私たちが団体を

つくってちょうど10年経ちましたけれども、本当に全国からいらしているのでは感動しま

す。そういう現状ですから、その辺をご存知の上で、また色々考えていただけると良いと

思います。 

ただ、私たちが、東京都の文化財の日に、あそこで、碑の前でお待ちしていてご案内し

ますよという感じで、今おっしゃっためぐりの何カ所かありましたね、それに旗を持って

やったことがあるんですけど、意外と来ないんです。だから、その辺はもうちょっと考え

なきゃいけないなというところです。 

でも、本当に私たち、ボランティアで皆やっていますけど、あそこの草取りをやったり、

枝おろしをやったり、市民の方でも一生懸命やっている方はいますので、よろしくお願い

いたします。 
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○リーダー ありがとうございました。 

 では、これで強行犯係の発表を終わりにしたいと思います。ありがとうございました。 

（拍手） 

 では、これで４グループすべて発表が終了いたしましたので、投票作業に入っていただ

こうと思います。 

皆さんのお手元に投票用紙があると思いますので、そちらに自分が共感いたしましたグ

ループ１つ丸をつけていただきまして、前に投票箱、こちらは本物の投票箱を用意してい

ただきましたので、こちらに丸をつけた方から入れていただくようお願いいたします。も

し投票用紙がない方がいらっしゃいましたら、お手を挙げていただければお持ちいたしま

すので、筆記用具がない方もお手を挙げていただけましたらお持ちいたしますので、よろ

しくお願いいたします。 

では、よろしくお願いいたします。 

 投票はお済みでしょうか。投票用紙のない方、

筆記用具がない方いらっしゃいましたらお手を挙

げていただけますでしょうか。 

 よろしいですか、今書かれている方は、あと数

人ですかね。 

 なお、今日出席された方の数は数えておりませ

んが、１人１票でよろしくお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。では、これで投票は締め切らせていただきますので、開票作業の

ほうをよろしくお願いいたします。 

 開票作業が終わるまで、いましばらく時間がかかりますので、一応ここで今日すべて発

表は終わったんですけれども、色々と皆さんに感想を伺ってみたいかなと思います。 ま

ずは、矢野市長からお願いできますでしょうか。 

○市長 今日は本当にありがとうございました。 

一昨年頑張っていただいて、本当に良い集まり、良い取り組みになったなと感じたんで

すけども、今回それがさらに広がったと思います。前回は狛江の４つの中学校の横の広が

りが一つになったのが良かったなと思ったんですけども、今回は、ＯＢの方や成人式実行

委員会の方たちも入ってきて、若い人たちに縦のつながりが出てきた、これで横と縦が折

り合っていくと、若い人たちがやっぱり狛江の街づくりの担い手として力を蓄えつつある

という、このことがすごく実感できました。 

それから、前回のいろんな取り組みを土台にしながら考えてくださっているので、まだ

まだ大人の目から見ると、ああ、足りない、これはどうなんだというのがいっぱいあると

思うんですけども、しかしゼロから一昨年、これから２度目でここまで来た、そういう前

進面もぜひ見ていただいて、さっき来場者がおっしゃったように、足りない部分は私たち

大人が手助けをして、私たちの足りないものを若い人たちに連携していただいたと、そう

いう姿勢で、ぜひこれからも続けて、これもあと何回か行くと、本当に若者が街づくりの
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一つの勢力になってくれるなとすごく楽しみにしています。 

本当に今日はありがとうございました。（拍手） 

○リーダー 貴重なお言葉、ありがとうございました。 

 ほかの方にもちょっと伺ってみたいと思います。市議会議長の道下さん、お願いできま

すでしょうか。 

○狛江市議会議長 大変すばらしい内容で、実は幾つか提案があった内容で、Ｂ級グルメ

なんかも、市議会で提案が実はありました。 

それから、芝生化の問題、それからポイ捨てのマナー、特にたばこのポイ捨ては、狛江

市の市議会で、今、常任委員会の一つである建設環境常任委員会というところが、この２

年間、たばこの問題を取り上げて、行政のほうに政策提案をいたしました。国分寺に視察

に行ったり、和泉多摩川、狛江、喜多見と３駅歩

いて、駅周辺のそうした問題、特にそういう中で、

地域限定をしないと、なかなか取り締まるといっ

ても非常に経費がかかるという問題がありました

ので、地域限定で禁煙化ということ、それから喫

煙場所をどうするかということも、その中で非常

に議論になりました。 

今日の提案では、幾つか場所で捨てやすいとこ

ろに灰皿を設けるというような提案がありましたけれど、それは即受動喫煙のほうにもリ

ンクするので、灰皿自体を設置するかということも、非常に実は市議会の中でも大きな問

題になって、灰皿自体をオープンな形で設置するのはなかなか厳しいんじゃないか、特に

具体的に今の北口の喫煙場所についても、議会でもあそこを何とかしたらどうかという具

体的な提案も出ております。 

そういう意味では、今日も幾つか政策提案がありましたけれども、本当に私たち、現実

の議会で議論されて、また実際に行政のほうに提案しますけれども、さっき市長も色々話

がありましたけれども、予算等の関連でクーラーも、実は市長がつけようかつけまいかと、

今日はつけなくて良いということで変えていただければ、相当、市長も安心したんじゃな

いかと思うんですが、なかなか予算の関係で一遍につけられないということもあって、そ

ういう今現状なので、非常にまた市議会としても、今日は大いに参考というよりも勉強さ

せていただいたことを心から感謝申し上げます。大変ありがとうございました。（拍手） 

○リーダー ありがとうございました。 

 最後に、同じく来賓で本日ご在席いただいています教育長さんからも何かありましたら

お願いできますでしょうか。 

○教育長 どうも今日は、中学生の皆さん、本当に良いお話、アイデアいっぱいいただき

まして、ありがとうございました。 

本当に狛江のことをよく見て、自分の暮らしている街のことをよく観察して、具体的な

提案をしていただいているなというふうに思いました。 
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提案の中には、行政、教育委員会としても幾つ

かダブるようなところがございまして、皆さんの

アイデア、本当に取り入れて事業を進めていきた

いな、柔軟な発想のアイデアがあったというふう

に思っております。 

また、これからもこの会議が続くと思いますの

で、もっともっといろんな提案をしていただいて、

私たち行政のほうにもいろんなサジェスチョンを

いただければありがたい、こんなふうに思っております。 

今日は本当にありがとうございました。（拍手） 

○リーダー ありがとうございました。 

 では、一般の方にもご講評などをお願いしたいと思いますが、どなたかいらっしゃいま

すでしょうか。 

 では、ないようですので、開票結果がもうとっくに届いていたんですけれども、では開

票のほうをお願いしたいと思います。 

 では、結果の発表をさせていただきます。 

まず、４チームおりますが、３位、２位、１位という順番で発表させていただきたいと

思います。 

得票、まず第３位、チーム桃太郎です。（拍手） 

続いて、第２位、シャイニングスター。（拍手） 

そして、今回の青少年会議、「私たちは狛江市の大統領」、第１位は強行犯係となりま

した。おめでとうございます。（拍手） 

では、賞状がありますので、そちらの授与を行

いたいと思います。 

強行犯係の皆さん、前へ、賞状は市長のほうか

ら渡していただきたいと思いますので、市長、よ

ろしくお願いいたします。 

○市長 賞状、最優秀賞、強行犯係殿、あなた方

は、平成22年度狛江市青少年会議において、投

票の結果、最優秀の成績をおさめられました。 

よって、ここにその栄誉をたたえ、これを賞します。平成23年３月19日、狛江市青少

年問題協議会会長、矢野裕。（拍手） 

○リーダー ありがとうございました。 

それでは、最後に長田先生のほうからご講評をお願いしたいと思います。長田先生、よ

ろしくお願いいたします。 

○長田副委員長 長時間、皆様方に中学生の発表を聞いていただきまして、誠にありがと

うございます。 
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 私は、青少年問題協議会の副会長をしております長田と申します。今日は私の出番は絶

対にないだろうということで、大変気楽な格好で聞きに来ましたらば、最後に講評、まと

めをしてくださいというので、ちょっと焦りましたけれども、もうどうにもならないので

この格好の悪さの失礼をここでお詫び申し上げます。 

 まずは、この中学生会議のスタートが８月でしたから、半年以上かけて中学生の皆さん

方が、またサポーターの方々が支えながら今日まで会議を継続したということ、この息の

長い取り組みに大変私は感動している次第でございます。おそらくその半年以上の中で、

サポーターの方々と中学生、あるいは４つの中学校の生徒の皆さん同士の交流が非常に深

まって、これがまた非常に今後のことを考えますと狛江市にとって大きな力になるのでは

ないか、そういうふうに確信をしております。 

そういった面で、今日の中学生会議の発表は、大変意義の深いものがあったというふう

に考えております。中学生と言えば、私は中学校に勤めておりましたので、中学生のこと

はよくわかるのですが、自分のことで精いっぱいの年齢です。その中学生の１年生、２年

生たちが、３年生になれば多少ゆとりは出てきますけれども、１年生の中学生の皆さんが、

今回色々と話題になりました狛江市のことを大変心配しております。知名度を上げたいと

か、あるいは地域の人々の交流のこととか、あるいは狛江市の借金のことまで出てきまし

た。こういったことまで考えられること自体が、その実現がどうのということでなくて、

こういう広い視野で街を見られること自体が、これは大変立派なことだと私は思っている

わけでございます。 

そういう意味で、前回の中学生会議と比較をし

ますと、やはりサポーターの方々の良いサポート

があったんだと思いますが、より内容が具体的に

なってきたというところで、高く私としては、今

回の中学生会議、一段と発展したということを確

信しております。 

各グループにつきましては、今、表彰がありま

したとおりの評価だろうというふうに思います。

せっかく４つのチームが発表をしたわけですが、それについて、１位、２位、３位という

ところが出るのは、ちょっと私としてはかわいそうな気もしたわけでございますが、結果

とすれば表彰のとおりだと思います。 

初めに、ブルービーンズですが、自然を守る、私が驚いたのは、自然を増やすというの

は当たり前なんだけど、増やす前に自然を守ろう。この発想を中学生がしたというところ、

これがすごい。また、公園を人々の交流の場にする、そのためには名前のない公園に名前

をつけると、これもすごかったですね。そういう意味で、非常に良い発表だったと思いま

す。 

次に、日本一の桃太郎というところですが、枝豆を取り上げた、枝豆祭り、なかなかす

ばらしい発想ですね。これも、どこかで時間がかかりますけれども、実現できるんじゃな
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いか、あるいはごみ拾い、ポイント制、これについては、意見もありましたけれども、中

学生が考えるところであれば、より多くの人を集めるのはこんな方法も一つではないかな

というふうに思っております。 

また、この中で四中学の交流ということで、スポーツ振興審議会の方々から非常に力強

いお言葉がございました。４つの中学生の交流という意味では、スポーツ振興審議会の強

力な応援が得られるということですので、ぜひ実現に向けた動きをつくっていただければ

というふうに思っております。 

次に、シャイニングスターですけれども、発表の仕方が大変良かったですね。あるいは、

狛江の財政に触れたこと、それからＢ級グルメ通りをつくる、その内容が非常に具体的で

良かったと思います。ぜひ、これも議会のほうで話題にもなったということですので、一

歩でも二歩でも実現に近づいていかれたらと思います。 

そして、最後の強行犯のグループ、知名度を上げるということ、この知名度を上げると

いうことは、ほかのグループも扱っておりましたけれども、私が感心したのは、和泉式土

器。この和泉式土器をつくる催しを開催して人々に参加してもらうと、こう考えたところ、

これはすばらしい、よく中学生が考えられたなというふうに思っております。 

また、歴史スタンプラリー、ツアーの開催、こういったことを中学生が考える、このこ

と自体がすばらしいし、また回るコースを考えた、和泉多摩川の駅から狛江の駅までぐる

っと回ってくるコースを考えた、これもすばらしかった。 

そして、私が最も感心したのは、余計な人工物を増やさない条例を市でもって制定して

もらいたい。これはすごいですね。余計な人工物をつくらない、増やさない、そのことが

狛江市を良くしていく。 

そう考えますと、今日の発表というのは、半年以上かけただけの内容があったというふ

うに思っております。ぜひ、この中学生の皆さんの考えが実現するしないは別としまして、

皆さんの心の中に深く刻まれることを私としては願っております。 

大変長時間お聞きいただきまして、誠にありがとうございました。 

以上で、最後のまとめといたします。（拍手） 

○井上課長 長田先生、どうもありがとうございました。 

また、ファシリテーターをやっていただきました谷田部さん、大場さん、どうもご苦労

様でした。ありがとうございました。（拍手） 

皆様、長時間にわたりましてお聞きいただきまして、ありがとうございました。 

中学生の意見ではございますが、狛江の良さをよく知っていまして、私自身改めて知ら

された思いがあります。 

今後とも、地域の方々のお力添えをいただきながら、青少年を見守っていただきまして、

そして応援していただきたいと思います。 

それでは、閉会の挨拶を児童青少年部長の平林よりご挨拶いたします。 

○児童青少年部長 本日は、大変大勢の皆様にお集まりをいただきまして、誠にありがと

うございました。 
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2011年、統一地方選挙にちなみまして、今回の発表会はマニフェスト並びに投票とい

う形で模擬選挙の形で発表をさせていただきました。 

マニフェストというのは、目指すべき姿に向かって一歩近づくための方策でございます。

各グループで、いろんな個性並びにアプローチの仕方、いろんな発表があったかと思いま

すけれども、緑豊かな住み良い狛江、また元気な狛江を目指すという子どもたちの気持ち

は、皆さんに伝わったかと思っております。 

これまでご支援、またご指導をいただきましたサポーターの皆様、またご協力をいただ

きました保護者の皆様、学校関係の皆様に改めてお礼を申し上げます。 

また、本日、皆様には厳しいご質問等もございましたけれども、進行にご協力をいただ

きまして、誠にありがとうございました。 

 これをもちまして、青少年会議の発表会を閉めさせていただきます。 

本当にありがとうございました。（拍手） 
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青少年会議に参加してのアンケート 

 

○得たこと、感じたこと 

【中学生編】 

・私は、この会議を通じて、自分の意見をハッキリと言うことができるように

なったと思います。もっと工夫できたなと思うのは、発表の仕方です。ゆっ

くりハキハキと発表するのに加えて、発表を見ている人を引き付けるのもで

きたら良かったと思います。 

・自分以外の同年代の人の意見を聞くことができました。また、大学生の意見

も聞けてとても良い経験になりました。 

・意見を出し合った後には、他の班の人に発表しあいました。そこでは同じ問

題点でも違う解決策を聞けて、こんな意見もあるのかと知ることができまし

た。また中学生では発表する機会が少ないので、その経験もできました。 

・一番最後の集まりでは、地域の人やご父兄がいる中で発表できるという素晴

らしい取り組みがありました。そこでは質疑応答の時間に、地域の方々の意

見を聞けました。 

一番記憶に残っていることが一つあります。 

それは、私たちの班の発表の質疑応答の時に手を挙げてくれた一人のおじい

さんの意見です。確か多摩川清掃を私たちでやったらどうか、狛江市がきれ

いな街と有名になるように、サイクリングロードなどに植物を植えたらどう

か、という案に対してでした。その方は、そんなことを言うだけで実際にや

らないのかと、口だけで実行に移さないのなら今の政治と同じではないか、

とおっしゃっていました。 

そこで気づきました。この話し合いはなんだったのだろう、と……。 

自分はなんのためにこれに参加したのか？この街をより良くしたい。市民が

住みやすい街にしたい。そう思ったから参加しました。 

  それなのに、話し合うだけで終わりだなんてもったいないです。 

  前回出席したＯＢの先輩に聞きました。 

ここで話し合ったこと、何一つ実現しなかったと。だから私は工夫した方が

良い点、反省点として話し合ったこと、一つでも良いから実現した方が良い。

しなければならない。ということを挙げたいと思います。 

  とても楽しい会議で、新しい考えをもつことができました。 

本当にありがとうございました。 

・考え方が少し甘かった。 

・もう少し質問に対する対策をとっていれば、もっと良い発表ができたと思っ

た。 
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・大人の非情を少し感じてしまった。 

・この青少年会議で自分が大切だと思うことは、どのようにして相手に自分の

気持ちや、伝えたいことを伝えるか。また、どのようにコミュニケーション

を取るかをよく考えることだと思います。今後、社会に出てもこういったコ

ミュニケーションは大切だと思います。青少年会議はそういった面で、とて

も良い練習になります。 

自分は人との会話があまり得意ではなく、その悩みをどうにかしようと思い

青少年会議に参加しました。 

おかげで自分の気持ちを素直に相手へ伝えることができるようになりました。

大袈裟かもしれませんが「素直に相手に伝える。」そうすることができる勇気

をもらいました。ほんとうに感謝しています。 

心残りなのは、もう少し会議に出たかったということです。 

・高校に行っても青少年会議のお手伝いなどのボランティア活動を多く経験す

ることができたら良いと思っています。 

・もう少し、くわしく調べれば良かった。 

・もう少し、工夫を……。 

・大人気ない大人もいる。 

・初めてこんなに狛江市について深く考えた。知らないこともたくさんあった

ので、良い経験だと思う。 

・今まで約半年やってきたことの集大成らしく一番内容がしっかりしていた。 

・発表への質問をある程度予想してはいたが、想定外の質問があったのでもう

少し想定の範囲を広げた方が良いと思った。 

・班としてはサポーターの方を含め、班で一丸となり狛江のことを考えられた

と思います。 

・私は、青少年会議は、とても良いものだと感じました。 

 最初は、場の空気にのまれて話しづらいと思っていましたが、段々その空気

に慣れてきて、気軽に話したりできるようになりました。 

本番では緊張してしまい上手く話すことはできなかったのですが、最後まで

できて良かったです。この会議は思い出に残ると思いました。 

 

 

【リーダー・サポーター編】 

・今回の青少年会議を通して、今の中学生が狛江市のことを真剣に考えている

ことに驚きを感じました。住んでいる街のことを真剣に考えている中学生は、

狛江市にとってとても貴重な財産だと思います。会議で出た意見は大人から

見れば甘いと思われるものもあるかと思いますが、是非、創意工夫をして実
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現していってもらえたらと思います。 

・中学生の参加数が定員に満たないのは残念です。もう少し学校の意識を変え

ていただく努力が必要ではないかと思います。定数に満たなかったことも原

因ですが対する大学生の数が多いかな？と思います。 

・今の中学生が現実的な物事の考え方をすることに感心しました。今後どのよ

うな形で受け止めた大人の側が応えていくかが課題になりますね。 

・報告会を通じて得たことは、子どもたちが自分で考え、まとめた結果を市民

の人たちにプレゼンするという貴重な経験をすることができたことや、狛江

市を改めて学習し、問題を発見し、解決するという課題解決能力を養うこと

ができた点です。 

また反省点は、学校とのつながりがいまいち薄いことや、プレゼンまでのセ

クションが少ないと感じたこと、報告会の後に反省する場を設け、その結果

を踏まえて新たに取り組むことができる場をつくることができれば良いなと

思われます。 

・今回の青少年会議に参加させて頂きまして本当にありがとうございます。 

私は初参加で、当初どのように参加していけば良いのか悩んでおりましたが、

市役所の方や他のサポーターの方からのアドバイス等を頂きまして、私の中

でのベクトルが定まり、大変有意義な時間とそして貴重な経験をさせて頂い

たと思っています。狛江に対する思いというのは、世代が違えど同じである

ということ、そして、中学生ならではの視点からの意見は気付かされる点が

大いにありました。 

 その中で工夫した方が良い点は一つあります。それは、サポーターだけでな

く中学生にも明確な方向性を理解させることが大切なのではないかと思いま

す。サポーターと中学生が同じ思いでやらなければ良いものがつくれないと

思うので、方向性を明示し、そしてその方向に行くには今これをやっていく

のだというようにしていく方がもっともっと良くなるのではないかと考えま

す。 

・中学生が何を考え、何をしたいのかということを会議を重ねるにつれて、自

分の言葉で話してくれたのでとても具体的な話し合いができました。全員が

『もっと狛江を良くしたい』という思いをもって会議に参加してくれたのが

とても嬉しかったです。 

・参加生徒の募集は当初の段階より各学校から選定する方法が良い。 

・何度かに一度は、過去に提案された中から、行政が関われる感触を得た事業

を実施できるような年があっても良いと思う。 

・“まだ中学生”ではなく“もう中学生”で大人の仲間入り。つまり、社会の一

員としてしっかりと考えを持っていたことは、また、確認できたことは良い
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企画でした。 

・この報告会がどの様な目的で集められ、行われるのか、その定義づけが曖昧

で最終的にブレているように感じました。 

私は、狛江市をより良くするために中学生の生の声を聞き、若い目線での意

見を市政に反映させるものと考えていました。 

ですが、大統領という立場で、マニフェスト形式での発表をし、グループご

とに順位をつけるのは、その目的と外れるのではないかと感じます。 

各々の意見に優劣をつけるのではなく、市政に反映するには現実的にどのよ

うな改善が必要なのか、それを全体で考える時間があっても良かったのでは

ないかと思います。 

この会が市政に反映させることだけではなく、中学生に政治家を疑似体験さ

せ、教育の一面も兼ねているとなると話は違いますが、その目的の曖昧さが、

中学生にも動揺を与えていた気がします。 

・自分自身としては、年齢が一回り近く違う年下と話し合う機会など、まず経

験できないので、貴重な体験をさせて頂いたと思っています。 

子ども扱いするのではなく、１人の人として話し合うと自然と打ち解けあい、 

良い意見が聞けるのだと勉強になりました。ありがとうございました。 

 

 

○次回の青少年会議に参加する中学生へ一言！！ 

【中学生編】 

・発表は緊張するけれど、自分の考えることを狛江市長や地域の方に聞いても

らえるのは、なかなかないことなので自分が思うことをどんどんぶつけてく

ださい！  

・自分の意見がみんなと違うかもと恐れずに発表すると良いと思います。そし

て他の人の意見を聞くことが、いずれ自分のためになると思います。狛江市

のために頑張ってください。 

そして、他の意見を聞くこと、発表することを楽しんでください。 

・何事にも挑戦すること。  

・発表とかするとけっこう緊張してしまうかもしれないけど、そこは冷静にか

つ堂々と発表すると後々すっきりすると思います。 

 質問されたとき、わからなかったらわからないとはっきり言うことが大切。 

 最後に中学生に一言…『少年たちよ。最高の思い出をつくれるよう頑張れ！』 

・柔軟な発想で頑張ってください。 

・他の学校の人たちとの交流もあり、大学生との交流もあり、とても楽しいで

す。その中で、ぜひ自分たちで、たくさんアイデアを出して狛江市について



青少年会議に参加してのアンケート 

８８ 

もっと考えてみてください。 

・発表の本番は「想定外」そのものなので少しでも「想定外」を減らせるよう、 

 準備しておくことが大切です！ 

・後を継ぐ皆さん、とにかく頑張ってください。 

 

 

【リーダー・サポーター編】 

・自分たちの意見や、狛江市で叶えたい夢を実現する良い機会だと思います！

是非、友だちも誘って参加してみてください。 

・先ずは自分たちが参加している会議を周囲の中学生たちに広めていただきた

い。他の意見を集めることも重要ですし関心を持っていただきたい。 

・今回に限らず、今後も様々な機会を自らが求めて地域の活動に参加してほし

いです。 

・様々な人と話し、様々なことを考えることができる貴重な場です。是非とも

参加してみましょう！ 

・自分の住んでいる所ってどんな所なのだろう。もっとこうしたら良い所にな

るのに。そんな疑問や思いを他の中学生の友だちと話し合える所がこの青少

年会議です。今自分のいる中学という枠を超えて、他の中学生と共に一つの

ものをつくり上げる経験はなかなかできませんよ。この貴重な経験をできる

ことを誇りに思ってください。必ずこの経験は活きると思います。他の中学

生とそしてサポーターと共に狛江市について真剣に考えて、そして狛江を素

晴らしい街にすることができたらと思います。 

・中学生の意見が狛江を変えます！この機会にぜひ自分たちの想いを伝えてく

ださい。困ったことがあってもサポーターが必ず手助けします！皆さんの活

躍を期待しています！ 

・他校の同年代と意見交換のできる良い機会です。楽しんで参加して欲しいで

す。 

・今、わからなくても、参加している間に見えてくるものがきっとあります。

一歩踏み出す勇気を忘れずに参加しよう。 

・ぜひこの機会に一度自分たちの街について真剣に考えてください！ 
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青少年会議開催日及び主な内容 

日 時 場 所 主 な 議 題 

＜第１回＞ 

平成 22 年８月 28 日（土） 

午後１時～３時 20 分 

市 役 所

特 別 会 議 室

○チーム作り 

○キャンプネーム、グループ名決定 

○自己紹介 

○青少年会議の概要説明 

○ワークショップ『どんな大人になりたいか』 

ブレーンストーミングと KＪ法 

＜第２回＞ 

平成 22 年 10 月２日（土） 

午後２時～４時 10 分 

市 役 所

特 別 会 議 室

○初めての参加者の自己紹介 

○アイスブレイク～トランプゲーム～ 

○ワークショップ『どんな街に住んでみたいか』 

ブレーンストーミングと KＪ法 

＜第３回＞ 

平成 22 年 11 月 21 日（日）

午後２時～４時 30 分 

市 役 所

特 別 会 議 室

○アイスブレイク～筋の通った競争～ 

○ワークショップ『狛江の良いところ、悪いところ』

ブレーンストーミングと KＪ法 

＜第４回＞ 

平成 22 年 12 月 12 日（日）

午後２時 30 分～５時 10 分 

市 役 所

特 別 会 議 室

○アイスブレイク～集団ジャンケン～ 

○ワークショップ『狛江の良さを今後も活かし、悪

いところを改善するために自分たちでできるこ

と』ブレーンストーミングとＫＪ法 

○テスト『前回の青少年会議の先輩たちの主張を実

現するには』等 

＜第５回＞ 

平成 23 年１月 23 日（日） 

午後２時～４時 30 分 

市 役 所

特 別 会 議 室

○ワークショップ『私たちが狛江市の大統領になっ

たら』と仮定し、マニフェストを作成 

＜第６回＞ 

平成 23 年２月 19 日（土） 

午後１時～５時 

市 役 所

特 別 会 議 室

○アイスブレイク～フルーツバスケット～ 

○ワークショップ 他グループのマニフェストに

対しての質問、マニフェストの文章化、清書 

＜リハーサル＞ 

平成 23 年３月 13 日（日） 

午後１時 30 分～５時 

狛 江 市 民 ホ ー ル

展 示 多 目 的 室

○グループ発表練習 

○報告会の最終説明 

＜報告会＞ 

平成 23 年３月 19 日（土） 

午後２時～４時 

狛 江 市 民 ホ ー ル

展 示 多 目 的 室

○青少年会議の概要説明 

○グループ発表『私たちは狛江市の大統領』マニフ

ェスト 

○投票、表彰 

○会議以外の活動、その他 

・報告会へ向けて各グループの打合せを下記のとおり実施 

【ブルービーンズ】【強行犯係】【桃太郎】 

平成 23 年３月 13 日（日）午前 10 時～午後０時 30 分 市役所 301 会議室 

・朝日新聞取材：平成 23 年３月 13 日（日）正午 
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青少年会議参加中学生一覧 

中学 ／ 学年 氏 名 グループ 

一中   １年 井上 亮太朗 ブルービーンズ 

一中   １年 加藤 桃子 桃太郎 

一中   ２年 阿部 匠 強行犯係 

一中   ２年 川﨑 拓巳 シャイニングスター 

二中   ２年 加内 絢介 桃太郎 

二中   ２年 川地 克朗 強行犯係 

二中   ２年 清水 樺穂 ブルービーンズ 

二中   ２年 西山 史将 シャイニングスター 

三中   ２年 福水 諒 桃太郎 

三中   １年 石賀 万葵 ブルービーンズ 

三中   １年 石原 あゆみ シャイニングスター 

四中   ２年 髙田 由貴 シャイニングスター 

四中   ２年 中村 一創 強行犯係 

青少年会議協力者一覧 

役 割 等 氏 名 グループ 

リーダー 谷田部 大地  

サブリーダー 大場 悠  

サポーター 佐々木 駿 シャイニングスター 

サポーター 髙田 礼子 シャイニングスター 

サポーター 内田 絵梨 シャイニングスター 

サポーター 根本 龍彦 ブルービーンズ 

サポーター 小笠原 華子 ブルービーンズ 

平成 20 年度青少年会議OB 杉本 綾亨 ブルービーンズ 

サポーター 小林 淳史 強行犯係 

サポーター 藤田 尚子 強行犯係 

平成 20 年度青少年会議OB 髙田 博法 強行犯係 

サポーター 湯浅 直紀 桃太郎 

サポーター 内海 貴美 桃太郎 

平成 20 年度青少年会議OB 石賀 咲葵 桃太郎 
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報告会アンケート集計結果（アンケート回収 37 件） 

 

 

１．本日の会議を何で知りましたか。 （重複回答あり） 

 

広報こまえ（１）  チラシ・ポスター（４）  友人・知人（11） 

その他（19）（青少年問題協議会小委員会、参加者の保護者、地域関係者、 

案内状）  無記入（４） 

 

２．本日の内容はいかがでしたでしょうか。 （重複回答あり） 

 

非常に良かった（10）  良かった（21）  ふつう（２） 

あまり良くなかった（１）  良くなかった（０） 

その他（１）(おもしろかった)   無記入（３）   

 

３．本日の会議の感想をお願いします。 

 

・中学生の検討時間が少なかったためか、思いつきの案が充分な考察もなく発

表に至っているとの感が強い。中学生らしい夢のある案がなかったのが残念。

多摩川清掃にしても、まず自分たちで実施することを決定すべきではないか。 

・全体的に突込みが浅いので、質問に適格な答えができない場面が多かった。 

・中学生からの視点でたしかに考え方の甘い点があったが、この様なことを考

えていくことに意義があると思う。また、自分たちでできることから実行し

ていくことも必要です。（無理なく安全な方法で） 

・中学生なりの発想を人に伝える難しさを感じた。 

・要望です。とても良く考えられた会議ですので、もっと大会場で多くの中学

生、高校生も参加する形にしてもらいたいです。 

・数回にわたって会議をした結果でしょうが詰めが甘いのは仕方ないのでしょ 

うか。理想としていることはうれしいことですが、アイデアを実現し継続し

ていくことが必要です。 

・一生懸命考えて発表されていました。サポーターの指導は大変だったと思い

ます。 

・中学生の意見はとても新鮮でした。 

・中学生の案だけでなく、その案に対して中学生がどういう関わりができるの

か（するのか）具体的な話が聞きたかった。 

・具体的にどうするか、どうしたいかがもう少しほしかった。自分たちはどう

関わるのか。（すべて他人まかせではいけないと思う） 

・中学生の思いを大切に、私たち大人、特に行政が頑張ってほしい。 

・青少年も地域の問題点をよく理解している。狛江市を良くしたい気持ちが伝

わってきた。 

・中学生の生の声が聞こえた。 

・中学生による地域力に頼もしさがあった。 
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９２ 

・提案内容が面白かった。枝豆の活用、狛江の歴史で知名度ＵＰ。Ｂ級グルメ

など。 

・中学生が一生懸命狛江について考え、若い発想はすばらしい。 

・中学生がこういう会議に参加すること自体がすばらしいことだと思う。一生

懸命発表する姿がかわいかった。 

・まず企画として難しいものはある。しかし、市政や環境に関心を寄せる機会

になることが素晴らしいと思います。次世代を担う子どもの意欲を更にかき

たてていけるように学校と連携してほしい。 

・活発な意見が多い中、すぐ返事ができる中学生は大変勉強されたということ

がよくわかりました。おつかれさまでした。 

・中学生の意見、提案をもっと具体性の高いものにするために、現状の把握や

聞き取り作業などの市民との直接の接触をたくさんすると良かったのでは。

机の上で議論していたのでは、と思えてしまいました。 

・大人が、積極的に受入れる姿勢があって、良い方向が見える。 

・中学生なりによく考えていると思います。 

・中学生らしくよく考えている。頭が先立っているのは仕方がない。もっと大

きな理想像をもってほしいかな。 

・８月から事務局の方々、サポーターの方々、大変お世話になりました。異年

齢の交流を深めることができ、大人の厳しい質問にとまどったり、また応援

していただける心強いご意見をいただいたり、本当に貴重な経験をさせてい

ただきありがとうございました。 

・中学生らしい自由な発想は良いと思う。 

・いろんなアイデアがあって、とても興味深かったです。 

・中学生らしい色々な発表が聞けました。どれも良かったですね。 

・中学生に「狛江のことを考える」場を与えるという着地は良いと思います。

横のつながりもでき、ＯＢも残り、何かを始める時に未来の力強い味方に育

ってくれるのではないかと思いました。 

・内容についての理解が発表者、Ａｕｄｉｅｎｃｅ（観客）共に不十分である

という印象を受けました。 

・中学生が考えられる範囲で、興味を持った内容を話し合っている様子が伝わ

りました。 

・子どもたちが、自分の言葉で発表している姿がとても良かったです。 

・大人たちからの厳しい意見で、これからのマニフェストが実現するための方

法や続ける手段など、さらに考えなければいけない、ということがわかるこ

とが大事だと思います。 

・想像以上に具体的で良かったです。続けてほしいです。 

・予算、システム、人員等ありきで考えず、柔軟な発想で「こうなったら良い

よね」「こうだと面白いよね」など、これからも夢を持って議論してください。

その中から不可能を可能にするアイデアが出てくると思います。狛江市民全

員で良い街にしていきましょう！参加した中学生ありがとう！関係者の皆さ

んおつかれさまでした！ 

・質問内容に一部、子どもたちへの応援心が感じられず悲しかった。 

・発表の仕方がとてもうまく感心しました。 
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４．工夫した方が良いと思う点等がありましたらお願いします。 

 

・サポーター、青少年会議の実行委員の方がもう少し中学生を現実的な目線で

指導できるだけの知識を持っていただきたいです。中学生ではなく一人の人

間として尊重して意見をとらえたいと思うならば。 

・既に中学生として実行している件も併せて発表すべきでしょう。現在全国的

に狛江市は住みにくい街に属しています。どのような街にしたいのか将来的

願望を示して欲しかった。街づくりの理念を出すべきでしょう。 

・クーラーの問題一つにしても市政に深い掘下げが必要であると思われる。 

・もう少し温かい目で質問してあげてほしかった。発表者が終わってから質問

者のことを愚痴っていることが気になった。 

・大人からの質問が的外れなものが多かった。フォローされていた点は良かっ

た。 

・ダメ、考え方が幼い、という批判をするより、応援する大人が多くならねば

ならないでしょうね。 

・大人と子どもたちの協力でもっと良い方へ進めると思います。 

・質問される内容のシミュレーションも必要なのでは？（時間がなかったとは

思いますが…） 

・自然を守りたいブルービーンズは隣の世田谷トラスト等を見学したり、活動

の内容などを勉強すると良いと思う。 

・小冊子の内容と各グループ発表内容と情報量に差異があった。 

・中学校の先生の出席。 

・プレゼンの視聴覚物が見にくい！ 

・一番後ろの席で拝見しました。手元に本日の資料が届きましたが、ホワイト

ボードに貼られている内容の方が詳しく書かれているようでしたが、字が小

さくて全然読めません。ほんの少しの気遣いですがよろしくお願いします。 

・下調べや調査、関係機関との話し合いが必要だと感じました。そうすること

によって、なぜ今の状況になっているのか、原因や結果、そこから新たな方

策も生まれてくるのかと思います。 

・データの裏付けをしっかり取って提案に結びつけるともっと良くなると思い

ます。説得力を持たせること。 

・データの裏付けがあるともっと説得できると思います。(例)イベントで枝豆祭

りをする際に量が集められるのか、加工はできるか、植栽も樹木が根を張っ

た時に堤防の構造に影響はないか、など。 

・時間的制約もあるかと思いますが、各グループが実際にもっと街に出て、自

分の体験などを入れるともっと良かったと思います。 

・もう少しリサーチがあったら良かったかと思います。 

・１つの提案に関して、もう少し実現できるべく具体案を考えて提議とした方

が良いと思う。 

・時間がない中での会議と思います。たくさんのアイデアからグループでひと

つにしぼり込み「実現するには」をもう少し練ってこれると良いと思います。 

・どこまで具体的に考えるのか、提案のみなのか、その前提を中学生に前もっ

て把握してもらう必要があると思います。 



青少年会議の報告会アンケート集計結果 

９４ 

・中学生の考えをもう少し温かく聞く機会をとらえても良いのではないかと思

いました。実現にはまだまだ話し合いが必要だが、中学生のアイデアを大切

にしようという考えで参加した方が良いと思った。 

・８月から会議をもって、つめていく段階で、具体的解決を出すよう指導した

らどうでしょう。 

・実際にビジネスにつなげたいと思われる企業もあるかと思います。参加呼び

かけ対象者に「市が取り組みをサポートするかもしれない」と一言つけて告

知したら、実際の企業誘致につながると確信いたしました。 

・投票結果は１位のみで良いかも。 

・スライドあるいはパワーポイントを使う。 

 

 

５．その他ご意見・ご要望などがありましたらお願いします。 

 

・当然、運営や財源等の話しは出てくるはずです。何でも夢を話せば…では中

身のある会議にもならないと思います。中学生を１人の大人の意見として捉

えるならば、ぜひサポーター実行委員の方の知識も増やしてサポートできる

力をつけてください。 

・受験で大変な中学生に、どこまで求めてよいのか判断する材料がありません。 

青少年問題協議会からの要望ではなく、中学生の自立的な青少年会議に発展

することを願っています。 

・中学生と高齢者との協働ワークを検討するのも面白いかも！ 

・質疑応答のシミュレーションをやったら良いと思われる。 

・各種既存の団体と協力して進めて行けたら良いと思います。さらにこの会議

が続くことを願っています。 

・かなりの時間をかけ、内容も深いところまで指導してくださっていて、本当

にありがとうございました。狛江市について考える良い機会でした。 

・色々な問題に関心をもって、市民として行動をしていくことはうれしい限り

です。この気持ちを忘れないで継続してください。 

・各中学校より参加しているのに学校側の出席がないようです。もっと学校側

に関心をもってほしい。 

・狛江市議会の議会場を使うと良いと思います。 

・中学生の意見をうまく活かして、大人がどうつなぐかです。 

・厳しいことを言いすぎてすみませんでした。悪気があって言ったのではない

ですよ～。ごめんね！ 

・子どもたちの成長等が見られてうれしかった。 

・四中戦を是非実現させてほしい。 

・強行犯係のツアーは実現しやすいのではないか。 

・今後も続けてもらいたい。 

・施設職員や学校内では見えていない視点が勉強になった。 

・サポーターの方が若い人が多くびっくりしました。頼もしい感じがします。 

・せっかく出た意見や市への要望、提案は、市がどこまでとりあげてくれるの

か？ 
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・第一回の結果はどうなっているのか？ 

・青少年の主張の場。聞く人たちをもっと集めたいものです。 

・学校関係や生徒自身が参観したくなるような呼びかけ！思っている以上に良

い会議です。協力します。各校の生徒会をうまく活用してください。 

・本日発表された内容が発表だけで終わらず、そのことについて継続して取り

組んでいってほしいです。中学生はこれからの狛江の支えです！活躍してほ

しいです。「青少年委員の会議」でタイアップしたら、すごく力になるのでは

ないでしょうか。 

・このような「会議」の活動は大好きなので、毎回喜んで出席しておりました。

お兄さんお姉さんたちと一緒にできたのはとても良かったと思います。会議

の発展を願っています。 

・「強行犯係」の意味を聞きたかった。 

・行動力、実行力が問われる声が聴衆から出ています。市の広報の利用をフル

に活用しよう。 

・今回できたネットワークをぜひ継続させていただいて、何か１つでも実現で

きると良いですね。（四中学合同体育祭など） 

・多摩川清掃など現在行なわれている事業もあるが、提案している生徒が実際

参加しているのかどうか？ＰＴＡも参加する多摩川清掃に中学生があまり参

加していないのが現状です。 

・Ｂ級グルメは市民まつりでやってはどうでしょう。 

・サイクリングコースの春夏秋冬の花は市民に呼びかけてサークルなどがつく

れそう。 

・展覧会の合同とスタンプラリーはやってほしいですね。 

・記念碑や遺跡をもっと知ろうと思いました。 

・中学生の柔軟で豊かな発想をもっと効果的にまとめる方法が別にあったよう

に思います。中学生のアイデアを、一般の大人にわかりやすいように伝える

方法を大いに工夫すべきではないかと思います。 

・四中戦の中で話があった部活の四中対抗戦は（野球、サッカー、バスケなど） 

狛江高校でやっていただいています。スポーツ交流などをやるのは賛成です。 

・各学校の生徒が約半年以上議論してきた発表なのに、中学校の先生が見えて

いないことが残念でした。 

・青少年会議参加者、サポーター等が継続的に活動していける仕組み、場をつ

くっていただきたい。 

・ありがとうございました。全ての学生、スタッフの皆様に感謝申し上げます。 

・サポーターの人々、ごくろうさま。
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６．回答していただいた方の性別・年齢 
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